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発刊によせて

平成18年度

豊橋市総代会長

西 義雄

このたび、豊橋市制施行100周年を記念し、

「豊橋校区史～校区のあゆみ」を発刊する運

びとなりました。皆様のご協力により記念事

業にすばら しい彩りを添えることができまし

たことを、心よりうれしく思います。

この事業は、 100年の節目を契機に地域の

歴史や文化、自然などを改めて見つめ直し、

将来の夢に思いを馳せていただくものであ

り、 51校区すべてが足並みを揃え発干ljできた

ことに、たいへん大きな意義を感じていま

す。また、各校区におきましては、編集委員

を中心に多くの地域住民の皆さんが資料の収

集や原稿の執筆などに携わられたことと思い

ます。こうした取組みを通し、地域の絆がさ

らに深まったものと考えています。

地域イベントの開催を含め「市民が主役」

を合言葉に行政と協働で進めてきた100周年

記念事業ですが、多くの地域住民の方々が

様々な形で挙って参加できたことが何よりの

成果であったと思います。今後におきまして

も、この100周年記念事業を一過性のものに

終わらせるのではなく、次の100年に繋げて

いかなければならないと考えています。

最後に、本校区史の発刊にあたり、多大な

ご協力を項いた多くの皆様に改めてお礼を申

し上げ、ごあいさつとさせていただきます。

平成18年度

旭校区総代会長

溝 口 和 政

世界の国々で大きな移り変わりを度重ねる

近代、市制施行の明治のその日は百年もの遠

い昔のことです。以来、糸の街 ・軍都と呼ば

れて近隣の人々に、それはそれは親しみ馴染

まれ賑わい栄えた豊橋でした。当時の私たち

は“花も董の若桜五尺の命ひっさげて国の大

事に殉ずるは我ら学徒の本分ぞ鳴呼紅の血は

燃ゆる "100祭記念映画 『早咲きの花』その

もので、竹馬の友の幾人かが草葉の陰の露と

消えました。在りし日の残像を反想しながら、

教養高く慎み深い、人情味溢れる地域の皆様

と今日こごに在る幸を感謝しています。

古今東西に諸流通の息吹きを醸す国 lの大

動脈と湖の幸も豊かな隣県交誼の源である大

知波線。その珍しい急坂をせっせと行き交う

市内電車。近代技術の粋を結集した総合福祉

センター 「あいトピア」等の一連が、我が校

区のシンボルとなっています。又、これら文

化文明の淵源である旭小学校も、平成13年に

は創立50周年の指をおりました。

後世に とりどりの足跡を印しての今、市制

施行の100周年を迎え記念校区史発刊と夏祭り

納涼大会の記念事業が大入りの大盛況となり

ましたことは、熱意溢れる皆様のお力添えの

お陰様と深く感謝致しますと共に厚く御礼申

し上げます。誠にありがとうございました。
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第 1章 自然と環境

第 1章 自然 と 環境

1 位置

豊橋市は愛知県の東部にあり、東は弓張山

系を挟んで静岡県に接し、南は黒潮の流れる

太平洋、西は穏やかな内海三河湾に面してい

る。また、北側と東側には緑深い山々が連な

り、北縁に沿って奥三河に源を発する豊川の

清流が見られる。

当旭校区は、この豊橋市のほぼ中央部の北

側に位置しており、全12町内で構成され、 全

域が市街化区域になっている。

2 地質・地形

主な地質は礫質の洪積層(itl)が市街地の大

部分を占めており、台地や丘陵地を構成して

いることから、地震や液状化現象には比較的

A豊Ill右岸段丘・台地

•開析扇状地
B豊IIl左岸段丘・台地

B'翌Ill左岸下位段丘
C高師原台地
D天伯原台地

E蔵王山麓台地
F蒲郡別状地

G大塚台地

O 5km 

豊川下流地域の地形区分（建設省 「愛知県東三河地区
の基盤」により作成の青野寿郎 ・尾留）1|正平編 「日本
地誌」12愛知県 ・岐阜県による）

強い地層と思われる。標高は、東田坂上の信

号交差点付近で約18m、旭小学校付近で約
さんばち

9.6mあり、 三八通りを挟んで相当な差がある。

豊川左岸段丘の標高10m以下の中位段丘とそ

れ以上の高位段丘に属している。

注1:主に古悶川の篠や砂の堆積物でできた台地

3 気象

南に太平洋の暖流（黒潮）が流れており、

東と北に山地があ って、比較的温暖な気候に

恵まれている 。年間の降水鼠は約2,000mm、

平均気温は約16℃、 気温の年較差（月平均気

温の差）は約22.1℃位で、快適な気象条件と

いえる。卓越風（ある期間一定方向に多く吹

く風）は北西の風で冬に多く現れる（三河の

心っ風）。夏は南よりの風であまり強くない。

即ち冬は山越えの乾燥した北西風が強く吹き、

逆に夏は海からの湿った弱い風で雨が多くな

っている。

4 土地利用

旭校区の全面積は61.31ha（市全域26,136ha)

・自然的利用…畑地0.14ha 水面地0.33ha

•都市的利用…住宅地32.04ha 道路地12.98ha

公益地5.52ha 商業地4.56ha

・幹線道路

①校区の南側を一般国道 1号

②北側を東西に主要地方道豊橋大知波線

〔愛称多米街道〕

③西側を南北に主要地方道豊橋鳳来線

7
 



校区のあゆみ旭

〔愛称下条街道〕

④中央を南北に一般県道豊橋環状線

〔愛称青陵街道〕

土地の都市的利用は99.2％を占め、幹線道

路の沿線で商業地が目立ち、その他は住宅地

として利用されている。幹線道路はいずれも

多くの人や貨物の往来に利用されている。特

に豊橋環状線は愛知大学周辺まで拡張されて、

南部方面への時間が大幅に短縮された。

5 人口

旭校区 昭和30年 昭和60年 平成12年
世帯数 1049 1 780 1684 

男内65歳性以上
2 362 2 531 2 072 

322 474 

女内65歳性以上
2 696 2 831 2 295 

458 684 

計内（高65齢歳者以率上） 

5 058 5 362 4 367 
780 1,158 

(14.5) (26.5) 

豊栢市 昭和30年 昭和60年 平成12年
世帯数 39 481 93 847 124 724 

男内65歳性以 L 
97 750 158 389 181294 
5 013 12 924 23197 

女内65歳竹以上
105 235 163 753 183 562 
6283 18 412 31964 

計内（高65齢歳者以率上） 

202 985 322 142 364 856 

11,(259.66 ) 31,(393. 6 55,161 
7) (15.1) 

旭小学校児爵数 昭和30年 昭和60年 平成12年 平成17年
男 子 752 211 104 76 
女 子 740 195 100 94 

計 1492 406 204 170 

校区の人口 （国勢調査による）及び旭小児童数の推移

このような推移をみると、 当校区も市内中

心部（八町、松築、松山、新川、向山、花田、

羽根井）と同様に人口が減少している。一方

周辺部では、ほぼ85％の地区で人口増になっ

ている。いわゆるドーナツ化現象が数字の上

にも表われている。

当校区の高齢者率（全人口に占める高齢者

の割合）は、全市平均より相当に高く なって

いる。これに連動するかのように、旭小学校

の児童数も激減している。

当校区では、宅地や建物の棟数密度も全市

の平均を上回る利用で、遊休地も少ない現状

である。今後の児童数増加への期待は、何ら

かの新しい方策にかかっている。

6 公共交通機関

当校区の主要公共交通機関は何といって も

市内電車であ る。毎日 145往復が運行されて

いる。校区内にある藤ノ花女子高校の生徒も

大勢通学に利用している。また、東田坂上 ・

前畑の両停留所も通勤 ・通学 ・買い物など多

くの人々の足となって利用されている。中心

市街地を通って、豊橋駅まで約20分という所

要時間も、地域の人々に愛される要因である。

一方、国道 1号 ・下条街道・豊橋環状線の幹

線道路にも、豊橋鉄道がバス路線を持ってい

る。市電とバスという公共交通機関を利用し

やすい、 利便性のある地域である。

市電のある風景

7 公園と緑

当校区には、南旭公園 (0.08ha) と桜ヶ丘

公園 (1.22ha)がある。比較的自然の残され

---- ．響ー·~ - -

高木園:[:`>
--

亜高木層 r¥J、J、〈
低木層
---

草本層

森林の群落構造模式 （倉内 ：「緑をはかる」）
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第 1章 自然と環境

ている桜ヶ丘公園の植物について調べてみる。

前頁の模式図に準じて区分してみると、

①高木層の常緑樹として

クスノキ、クロ松、ヒノキをはじめヤ

マモモ、ビワ等 7種類がある。

②高木層の落葉樹として

ソメイヨシノ、イチョウ、その他サル

スベリ、プラタナス等10種類程がある。

③亜高木層の常緑樹として
色んもくせい さざんか つばき さかき きょうちく

金木犀、山茶花、椿、榊、その他央竹
とう なんてん

桃、南天等 8種類が見られる。

④亜高木層の落葉樹では

ムラサキシキブ、ムクゲ等がある。

⑤低木層の常緑樹では

カンツバキ、ツツジ、クチナシ等

⑥低木層の落槃樹として

アジサイ、その他 2種類が見られる。

以上のように、そう広くない公園ではある

が、多種多様な樹木が見られる。

ここで“公園つれづれ”を綴ってみる。

「先ず、 3月初めにはマンサクの黄色い花が

目をひきます。つづいて、真っ白なハクモク

レンが鮮やかです。

さあさあ、お待ちかね。ソメイヨシノの出

番です。全園がピンク色に明る＜包まれます。

みごとです。一週間ほど楽しみましょう 。あ

れあれ、今度は濃いめのピンクが咲きはじめ

ましたよ、八重桜です。これはボリュームが

あって素敵です。花が緑色のサクラなんて知
ぎょ，、こう

ってますか？御衣黄桜ですって。三本もあり

ましたよ。目を転じると、道知辺稲荷社の片
はなみずき

隅では花水木が清楚に開き始めました。

暫くすると、クスノキを始めとして、新緑

が全園をつつみ込みます。言葉では言い尽く

せないほどの緑の饗宴です。自然の力の偉大

さに敬服です」

この校区から「とよはしの巨木 ・名木100

選」に次の 3本が選ばれた。

①旭小運動場北のクスノキ

C =3.35m S =22m X19m 

H =18.4m E =100年以上

②桜ヶ丘公園の

クロマツ

C=3.03m 

S =2lm X15m 

H =21.6m 

E=200年以上

③不動院募地のスダジイ（椎の木）

C=3.16m S=l3.5mX16.9m 

H =15.lm E =200年以上

C＝目通し幹周り s＝枝張り

H＝樹高 E＝樹齢（推定）

，
 



校区のあゆみ旭

第2章 歴史 と 生活

1 地域の歴史

旭校区には、古代から中世にかけての所謂

遺跡とか史蹟とか言われる所が残されていな

い。また古文書も見あたらない。したがって、

「豊橋市史」を始めその他の文献を手がかり

として、周辺地域を考察する。

(1)原始

石器時代
Iヽ し

昭和33年、 当校区から 3km程の、俗に“石

糾笛”と呼ばれ

た牛川鉱山の石

灰岩の割れ目か

ら、 10万年前の

人骨が発見され

た。僅か10cmた

らずの左上腕人

骨がわが国の考
旧牛川鉱山の人骨発見現場
（「豊橋市史第一巻」より ）

古学 ・人類学上に重要な発見となった。翌34

年に同鉱山から成人男子の大腿骨片が発見さ

れ「牛川第二人骨」と名付けられた。同時に

その付近からニホンカモシカ、タヌキ、ハタ

ネズミ等の獣骨も発見された。

山野の恵みを摘みとる採集と狩猟を主とす

る古代人の生活が浮かび上ってくる。原野と

山林の続く、同 じ洪積台地上の当地へも …。

と、何か古代のロマンに駆り立てられる。

縄文時代

地球最後の氷期が終って気候も温暖になり、

人々の生活が大きく変化 してきた。豊橋地方
じやあな

の縄文早期の遺跡として嵩山の蛇穴遺跡があ

る。この遺跡は石灰岩の洞窟を利用して営ま

れた住居遺跡である。昭和16年からの発掘調
おしがたもんどき 一つかく色

査で縄文押型文土器や石器 ・骨角器の他、 当

時の人々が食べた動物の骨や貝殻も出土した。

川から採れるシジミや陸のマイマイが含まれ

るのはまだしも、海で採れるハマグリ ・ハイ

ガイ ・カキが多数出土したことは何を物語る

のか。それは9000年位前から始まった祉孤笈械

韮（注 l)の影響を受けていると思われる。 して

みると、このあたりの洪積台地は陸地として

残り、狩猟 •海拐が行われた所であ ったであ

ろうと考えられる。

注 1:縄文海進ー 2万年位前までの氷期（海退）から、気候

の温暖化が進み、縄文早期の終りから前）IJ-1 （約7000年前

-6000年前）にかけて洵水面が上昇した現象である。沖

栢平野は殆ど水没し、河岸段丘だけは陸地として残った。

水神

大西貝壌

市杵嶋

神社

闘ft中闊（約5000年11)の濤岸鰈

文闊代畿闊（約300<埠 蔚）の濯厚は

0 2km 

1..n •一J----l
豊橋周辺の縄文海進と縄文時代の遺跡

（「とよはしの歴史」より ）

弥生時代

縄文晩期に大陸から九州に水田稲作技術が

伝わり、数10年かけて東海地方へと広がった。

同時に、 青銅器や鉄器のほか、新しい社会の

仕組みや信仰も伝えられた。縄文文化の上に

大陸からの新しい文化が加わって、弥生文化

が誕生していった。

10 



第 2章 歴史と生活

豊橋周辺では、この時代の農村遺跡として、
うりごういせき

瓜郷遺跡が知られている。谷状の湿地に水田

を開き、それを見おろす小高い所に集落をつ
たてあな

くった。これまでの竪穴住居ではなく、平地
きりづまがた

に二本柱の切妻型住居であった。朝倉川流域

にも水田や集落ができた。こうした集落の形

式はムラとなり、クニとなっていく 。

古墳時代

弥生時代も終りに近い 2~ 3世紀にかけて、

日本各地にクニといわれる集団ができた。そ

れらのクニが大和政権によって統一され、次

第に体制を整えていく時期を古墳時代と呼ん

でいる。クニ集団の首長（地域の支配者）を

ムラ人との差をつけるために共同墓地とは形

態の異なる墓を築いた。

豊橋地方で確認されている古墳は288基あ

る。そのうち朝倉川流域には多米古墳群をは

じめ37基が分布している。この時代の後期か

ら末期 (6~7世紀）にかけての円墳が多い。

東田神明宮の西にある東田古墳（注 l)は、洪積．．． 
台地縁端に一碁だけ離れて存在している。多

し ，，9 ，'
tヽ さ•，'令＂｀

‘’ 
s 

ミ9 ,'s
’̀ ’’’’"’ ぎ’‘”'知'’

三

河

清

“山り”'
神哨IIむ墳

’‘‘‘ ‘‘‘ 

に、両",'、'況，，：，店＇母；’
0知O° 9 . 、••,

゜
9 !!III心，，，

弁犬嶽古m 瓢9iJ,"'
ヽ

` 
,, 

0上鎗古h1印
こ

'豆，8加：nrt
O'’‘ 

古賛絆

古mm
“*’”nn も知• V•9, 9’‘',． 沿i!/t

.，←，'．王

↓̀`＂ ‘‘‘ 
O>i"'穿JJ!

•99 

’’‘ 
、99硲"’森
i大亀古墳詐

訪’墳
知"’¢’’Q、991,g

9畳・x....、ヽ9999̀̀‘
III古項

＊1T叫，墳群 ＇’;,・ニょ〗},t‘

米古墳群の28基は調査されているが、市街化

が進むにつれて消滅したものが多い。競輪場
ばじき すえき

や東田球場造設工事の時には土師器や須恵器

が出土し、 竪穴住居趾も見られた。

注 1:東田古培一明治12年御嶽社を造るために、丘の項を平

に削ったところ 、鋭と直刀が出土し、 初めてこの丘が古

墳であることがわかった。それまではイネホシ場と呼ば

れて、草の生えた小山であ って、培丘は完全な形で残さ

れていた。5世紀頃に造られた前方後円培で、この地方

の梨族の墓と考えられている。出土 した烏文鋭は日本製

で腹耕祭祀俄礼や呪術的権威づけに使われていた。

代

豊橋市内古墳分布図 （「豊橋市史 第一巻」より）

(2)古

奈良時代

大宝元年 (701)大宝令により律令制度が

整い、 全国が60の 「国」に区分された。東三

河地方は 「籍目」 と呼ばれていたが「三河

国」（現西三河）と合併して新しい「三河国」

が誕生した。国の下に「郡」がおかれ、この
ばおぐん

地方では豊川右岸を「宝妖郡」、朝倉川以北
やなぐん

を「八名郡」、その南から 渥美半島 までを
あつみぐん

「渥美郡」の三郡がおかれた。その下に「里」
あくみ

（後に「郷」） が定められた。八町付近は渥美
ごう

郷と呼ばれていた。（平安時代の「和名類緊

抄」による）

中央と地方との緊密な連絡のために、全国
とよがわ

的に交通制度が整備された。飽海川 （豊川）

の河口約 4kmの渡河は多くの困難があり、令

制によ って二艘（後に四艘）の渡船が用意さ

れた。当時の渡河地点は不明であるが、牟呂

の坂津から石塚・飽海の間と考えられている。

神社制度が整ったのは大化改新以後のこと

で、地方では国司が神社の管理にあたった。

この地方では石巻神社が朝廷から幣吊を賜わ

り式内社となった。

寺院では、赤岩寺 ・普門寺・東観音寺がと

もに神亀・ 天平年間の727年と733年に聖武天

皇の本願により行基が開創している。

平安時代

政治の混乱から脱するために都が京都に移

11 



校区のあゆみ 旭

されたが、地方政治の乱れは律令制度の崩壊

による荘園の増加で止まらなかった。

豊橋地方は伊勢神宮に近いという 地理的条
かんぺ みくりや みその

件にも恵まれて、神戸 ・御厨・御園と呼ばれ

る神領が多くあった 。 飽海神戸•吉田御園
はじかみみその

（八町） ．菖御園（東田）などは最も早く設

定された。神宮側の拡張運動にも よるが、在

地の小土豪や有力農民達が私有地を国司の収

奪から逃れるため、進んで神領に寄進したこ

とにもよるのである。神領には初め社殿が設

けられていなかったが、次第に神明社（祭神

天照大神）や御鍬社侃l)を造営して祭祀する

ようになった。平安末期には安久美神戸神明

社・東田神明宮が創建された。また、その頃

渡津庄
•—.. ·• 

し
、 神---c宮道庄）

＼庄 ） ＼（ 

疇庄「
I 

館海神戸

御厨 璽御園
吉田御園

. -―̀` -~- ( 

橋良御厨

（高足庄）

• ¥---高足御厨---
保） ＼、口・-、

＇、 大津神戸 野依御厨

祠Ill

戸

'-・ 

細谷御厨

（和地庄？ ）

一豊橋周辺の荘園 （「豊橋市史

民衆の信仰の中心として、仁連木村に不動堂

が、蝉川に太蓮寺（真言宗）が建てられた。

飽海の渡しは“しかすがぼ2)の渡し”とも.... 
呼ばれて有名であった 。それは天暦 8年

(954)村上天皇が内裏の屏風に多くの名所と

共にこの渡しを描かせたことにより、名高い

歌人達に詠まれたり清少納言の「枕草子」に

取り上げられたりしたことによるが、河口が

広く波風も強く、度重なる氾濫で川筋が変わ

る難所でもあった。

注 1:御鍬社一神宮で鍬山神事に使用した忌鍬を、御師など

の手によって地方閲係者に配布し、これを大神宮御鍬と

唱え御霊代とし、社殿を造って豊作を祈頼した。

注 2:しかすが一原義は明らかではないが、 「志之須質」シ

ノスガ（参河国名所図絵）とか、 「洲処」スカの意（盟

A和l'i史）とかいわれている 。語義は 「しかし、さすが

に」の意昧で「そうはいうものの、しかしながら」など

と訳す。枕草子は 「しかすがに」（さすがに）の語義に

興味をひかれたのであろう 。

(3)中世

鎌倉・室町・安土桃山時代

平安末期の地方政治の荒廃は武士の拾頭と

なり、源頼朝が鎌倉に幕府を開いて武家政治

が始まった。伊勢神宮から神領への通知文に

「神主補宜等、朝家二背キ源氏二同意ス」と

記されていて、神宮領の多い豊橋地方は源氏
し ん か ん ぺ はじかみみその

に味方していた。新神戸（飽海）．蟄御園

（東田）の荘園を碁盤とするこの地域の武士

達も源氏の支配下に入った。幕府は地方行政

の要として主護 ・地頭をおいて支配力を固め

ようとした。しかし、時が経つにつれて荘園

に配置された地頭の中には、与えられた職権

（警察権・裁判権 ・年貢徴収権）を乱用して

領主や荘民を悩ませるようになった。敬神の

念の篤かった頼朝の遺志をついだ幕府は建久

10年 (1199)新神戸御厨． 既御園等の地頭職

停止を命じ、警察権まで神宮側に与えた。

たがって、この地方は他の地域に比べて武士

の横暴が少なかった。

鎌倉時代は政治の中心が鎌倉と京都にあっ

し

. l. 

本 ノ

9-し-「

中世街道想定図 （「豊橋市史

坂賀 橋

第一巻」より ）
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たため、両地を結ぶ東海道の重要性が増した。

平安後期から、海水位の上昇や水路の変動な

どで飽海川河口部の渡船が危険となり、志香

須賀の渡しからより安全な豊川宿利用に移っ

た。鎌倉中期には前頁のように三コースがあ

った。中のコースは江戸時代の東海道と区別

して「鎌倉街道」と呼ばれている。鎌倉中期

以後は河口部が交通路の主役に返り咲いた。

貞応 2年 (1223)の紀行文「海道記」にこ

のあたりの原野のことが記されている。

“……豊川宿を立ちて野くれ里くれ遥々と過

ぐる。峯ノ原（牛川から仁連木あたりの原）

という処あり 。日は野草の露より出でて若木

の枝に昇らず、雲は嶺松の風に晴れて山の色

天と一に染みたり 。遠望の惑心情つなぎがた

し。「山の端は露より底にうづもれて、野末

の草に明るしののめ』やがて高志（師）山に

かかりぬ。石利を踏みて火敵（打）坂を打ち

過ぐれば…••”と、しヽかにも見はるかす野原

であったことが思われる。

暦応元年 (1338)足利尊氏が京都の室町に

幕府を開いた。地方に任ぜられた守護は直轄

領を守る奉公衆（武士）を蓑って戦時に備え

た。神宮領の地頭も次第に横暴となり神役の

権限を侵害するようになった。飽海御厨も蟄

御園も神宮の保護下にあったが、時の流れに

は逆らえず土豪の前にその特権的立場を失っ

ていった。政権抗争や土一揆が頻発するなど

野
●

牧

城
●

色一
，'’ 

戦国時代の東三河の城（「とよはしの歴史」より）

政情不安の中で世は下剋上・弱肉強食の戦国

時代となった。

応仁の乱以後、各地の豪族は勢力の拡大を
しのぎ

図って鏑を削っていた。このあたりでは、
むねみつ

田原の戸田宗光が進出してきて、明応 2年

(1493)二連木（仁連木）に築城し、醤御園

を支配下に治めた。永正11年 (1514)戸田藤
みつ

光は亡父宗光の追善供養のために寺を創建し

全久院と名づけた。また、天文22年 (1553)
のぶみつ

戸田宣光は東田神明宮の社殿を造営寄進した。

武田信玄 ．勝頼が再度 (1571・ 1575) にわた

り吉田城に攻め込んだ時は、 二連木城でも激

しい戦闘が繰り広げられた。

今橋（注 1)城（吉田城）は永正 2年 (1505)

牛久保城主牧野古白が西三河の松平氏（徳

川）の進攻に備えて築城した。現在の城址本
きんかんまる

丸東側にある金柑丸跡を中心とする一帯が今
くるわ

橋城の本曲輪であった。大永 2年 (1522)今

橋城を吉田城と改名した。その後も交通上の

要衝である吉田城をめぐる争奪戦は今川・戸

田・徳川 ・武田の間で続いた。

政治の動乱と打続く戦乱の中で、世の人々

は心の支えを宗教に求めようとした。鎮護国

家のための仏教ではなく、下層武士や民衆に

も受け入れられる新しい宗教が必要になり、

臨済宗 ・曹洞宗・浄土宗・日蓮宗などが広

まっていった。文安 3年 (1446) 浄土宗の

太蓮寺が現在地に移転されたり、大永 2年

↑
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十三世紀ごろの豊川河口付近 （「とよはしの歴史」より）
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吉田城下町図 文政10年写 （「豊橋市史 第二巻」より ）

(1522)真宗高田派の願成寺が関屋に創建さ

れたりした。

天正18年 (1590) に池田照政ほ2)は吉田城．．．． 
主として入封と同時に検地を実施して経済碁

盤を整えると共に、 築後85年の城の改築に取

り掛った。城地を東は飽海 ・旭町、南は曲尺

手 ・呉服町、西は関屋に達する約254,500坪

の広大なものに設定 した。と同時に城下町の

整備も図った。今橋の土橋が洪水でたびたび

流されるので、やや下流の船町に流されにく

い木橋を架けた。

注 1:今栢の地名ー13世紀頃からの世界的気候の寒冷化によ

って、 川の水位が下がり（海退）、砂洲が陸地化 した。

残った本流は川幅がせまくなり、 A府が架けられるように

なった。小坂井・下地間の低湿地に 「渡津今道」ができ、

旅人が急速に増加 した。豊川に沿った飽海周辺一帯を

「今栢」と呼ぶようになった。

注 2:池田照政ー通常は輝政とilfかれているが、吉田在城中

は 「！！肛政」と自署している。「輝政」は姫路転封以後使

用 していたようである。

(4)近

江戸時代

江戸幕府は軍事的重要地に親藩 ・譜代の大

名を配置 した。東海道筋の要衝地である吉田

藩には、代々信頼のおける譜代大名を置いた。

吉田藩は小藩ではあ ったが藩主は老中や京都

所司代、大坂城代、 寺社奉行等幕府の要職に

ついた。特に松平｛罰前は26オで老中となり 、
さだのぷ

松平定信失脚後は老中首座として改革政治を

引き継ぎ、 27年間わが国の舵取りを務めた。

①城下町吉田

吉田は譜代大名の城下町、東海道の宿場町、

お伊勢参りと豊川船運の湊町として栄えた。
やしろ

吉田城には城鎮股のために幾つものお社が
かんしょう

勧請せられていた。今橋城築城の時二の丸に
きんかんまる

稲荷社一宇を、その後北側の金柑丸に稲荷明

神社（現桜下稲荷神社）を鎖座 した。
のぷとき

か、松平信祝が祖霊社（現豊城神社）

世

そのほ

を二の
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丸に移し祭祀した。吉田城曲輪の鬼門（北東）

にあたる神明社と八幡宮 （現安久美神戸神社

に合祀）を、裏鬼門の悟真寺と天王社（現吉

田神社）を手厚く祭祀した。三の丸の外側は

土塁と堀りとで隔てられて、 東 ・南 ・西の三

方に武家屋敷を配置していた。更に東西二か

所（現松葉町と旭町）に厳しく区別された足

軽屋敷があった。

池田照政時代か ら始まった城下町づくりは、

小笠原四代の頃までにほぼ完成した。武士と

町人の雑居は固く禁じられ、町人の居住区域

は外堀の外に配置された。表町12か町、 裏町

12か町合せて「吉田惣町24町」と言われた。

その後、寛永年間に出来た新銭町や寛文年間

に開発された河原町（現瓦町）も吉田の町に

含まれた。町は廂人と職人、あるいは職業別

に配置された。城下に入る東西の二か所（下

モ町と坂下町）に惣門があり、 番所で旅人に

対する規制が行われていた。

②宿場町吉田

この時代、江戸と京 ・大坂を結ぶ最重要交

通路は東海道旧1)であ った。街道の維持管理

は道中奉行の監督のもと、当該藩が担ってい

た。「重き御通行」の場合、往還通りの掃除

町 名 現町名
貞阜5年正徳2年窃延3年文政2年天保9年
(1688) (1712) (1750) (1819) (1838) 

船 町 船 IIIT 90 84 113 83 84 

田 町 淡 町 70 74 76 73 74 

坂下町 湊 町 28 28 30 25 26 

上伝馬町 上伝馬町 64 64 77 61 62 

本 町 新本 町 34 34 36 33 34 

札 木 町 札 木 町 65 68 71 63 68 

呉 服町 呉服 町 34 33 40 32 33 

曲尺手町 曲尺手IIIT 66 64 68 74 65 

鍛冶 町 鍛冶 IIIT 61 42 62 61 62 

下モ町 鍛冶 町 21 21 24 22 23 

今新 町 西新 IIIT 60 37 61 56 57 

元新 町 束新 町 38 39 43 26 27 

吉田表町戸数の推移
（「豊橋市史第二巻」より ）

第2章歴史と生活

． 
街道．／

..,,•I./ 

遠・州灘 f f ',5 

東三河の主な街道 （「とよはしの歴史」より）

は近郷の村々に割り 当てられた。元新町（現

東新町）や瓦町は自村の往還を担当 した。
つぎ f•

宿場には宿駅として「人馬継立て」 が課せ
かきあげ

られていた。貞享元年の「吉田宿書上」によ
ひら

ると、元新町は役門数23軒で常時 5人の平
やく

役国2)を供出することが記されている。

この地域では、東海道を外れて他の地方へ

行く脇街道として別所街道がある。元新町を

起点に飽海を経て八名郡を北上 し、 設楽郡か

ら信州飯田に至る街道である。

注 1:東海道一江戸を中心とする五街道の名称は 「駅肝録」

により統一された。それによると、東海道は 「海端ヲ通

リ候二（寸、海道卜可申候」と記されている。他は中山道、

日光逍中、甲州迎中、奥州道中となっている。

注 2:平役一人足役のこと で、御飛脚御状箱、御用物、歩行

荷物人足、御荷物番役、旅人の病気や囚人泊りの番人な

どの雑用を勤めた。役を勤めた町内には届敷税免除の特

椛が与えられた。

③新田開発

江戸時代になると、 藩財政のため全国的に

新田開発が行われた。吉田領内では江戸初期

から始まり、大規模開発は寛文年間に集中し

た。この地域では平川新田（池見町の東方）

がある。下岩崎 ・田尻の西から仁連木 ・瓦町
しの

に至る原野田尻原を、寛文 7年 (1667) に篠
えのきが し

田村（豊川市一宮町）の弥兵衛と榎河岸の利
ながのり

兵衛が藩主小笠原長矩に願い出て開発した。

記録によれば、田41町 7反（約41ha)畑17反

7畝を12年がかりで完了 した、とある。ここ

は洪積台地上で水利に乏しく用水の確保が困

難であった。岩崎葦毛地区に溜池（利兵衛池）

15 
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を築き、その水を用水路で平川地区に新設し

た水神池に溜めた。用水路が他村を通るため

承諾に難渋したが、藩の仲介でやっと解決し

た。

これより先、承応 3年 (1654)城主小笠原
ただとも

忠知が郡代長谷川太郎左衛門に命じて、向山

大池を造らせた。吉田城の外堀用水と吉田方

への灌漑用水を目的とした、池面10町 2反 4

畝（約lOha)の大溜池であ った。

④商工業の実態

吉田における商工業は、ほかの城下町と同

様に製造業販売業ともに制限を受けていた。
じょうめんゼい

藩の財政難対策として、農民には定免制

（免＝税）で厳しく年貢を取り 立て、商工業
まちかたうんじょう

者には「町方運上（商工業税）」を課していた。

その代償としで営業を保護したり独占を許し

ていた。例えば、瓦職人は鍛冶職のように一

か所に住まず瓦町のほか花ケ崎・中芝（柴）

に6・ 7軒あったが株仲間（組合）を組んで

いた。一般の町屋は瓦を用いないので顧客は

藩役所や社寺であった。大火による江戸藩邸

の御用瓦や暴風雨での城内修復御用瓦などを

調達する独占仲間であった。和田村や高足

（師）村で新規に瓦焼きを始めた者に対して、

株仲間は製造販売差 し止め方を役所に申し出

て禁止させてしまった。また、 吉田惣町には

紺屋職が天保 3年に36軒あ ったが、これ以上

の増加を防ぐために株仲間を結ぶことを願い

出た。その冥加として藩御用染め20反を上納

することで認可された。その後吉田町中には

新しく紺屋を始める者はなかったが、吉田町

に接する瓦町口、北飽海口、新銭町口などに

出戦の紺屋ができた。町方紺屋は株仲間入り

を提唱したが、在方紺屋は百姓の作間稼ぎの

仕事であることを理由に仲間入りを拒んだ。
おかみ

冥加として御上の御用染を奉仕申し上げるこ

とで黙認された。

⑤地域文化
はだのたかお

• 吉田の藩学の流れは、国学の羽田野敬雄を
始め洋学 ・医学 ・英学・芸能まで著名な人

物が輩出し、 三河の学問の名を広めた。
のぷ

・藩校時習館は宝暦 2年 (1752)藩主松平信
なお

復によって設立され藩士の子弟を教育した。

庶民の子弟は寺子屋や私塾で読み ・書き の

初歩的教育を受けた。寺子屋は藩内に200

か所位あり殆ど幕末に開かれた。入門のき

まりはないが、大体 7・ 8歳になると入り、

4年間通う者が多かった。年間200日ぐら

いで、朝五ツ（午前 8時）から夕七ツ（午

後 4時）まで主として一人の師匠が見てい

た。この地域では、旭町の鈴木友七宅で約

25人、旭町の市川多賀作宅で約20人、飽海

村の青龍寺で約15人、仁連木村の全久院で

約22人、瓦町の寿泉寺で約30人、指笠町の

願成寺で約150人であった。女子は針師匠

について裁縫を習う程度であ った。

• 吉田の茶道は明暦元年 ( 1655) 藩主小笠原
ただとも そうへん

忠知が江戸から山田宗偏を招いて始まった。

茶道方として30石5人扶持を与えられ、小

笠原四代43年間茶道の普及に尽力した。利
わびちゃ

休流の庶民的な｛宅茶を広め、臨済寺には自

作の庭園のほか銘入りの茶杓 ・花入れ ・茶

碗や遺愛品が蔵されている。

• その他、この地域出身の異彩の人として将

棋の松坂福四郎がいた。福四郎は飽海村の

生まれで幼少の頃から将棋に優れ13歳で江

戸に出て修行した。安政 3年24歳で三段に

昇り、 55歳で七段にまで昇進した。菩提寺

である太蓮寺に福四郎の墓碑がある。

⑥江戸時代の寺社と民間信仰

・中世末期から戦乱が相次ぎ社会が混乱して

村落が衰微したため、神社も荒廃したり兵

火にかかったりしてきた。しかし反面地方

に豪族が輩出して、根拠地や近在の神社に

特別の保護を加えたり社領の寄進 • 安堵 ・



社殿の再建などがなされた。この時代この

地方では30社余が新しく創建された。それ

は人口の増加や領地の拡張などによる分村、

あるいは新田・新畑の開墾などによってで

きた新村に、鎮守の宮が創設されたことに

よるものである。このあたりでは、寛永 7

年に岩田の琴平神社、万治 4年に飽海の素
さ の お

蓋嗚神社、寛文 5年に瓦町の神明社がある。

吉田の町人の信仰心に支えられて現在に引

き継がれている神事も多い。妾久羹神戸神
おんぞ

社の鬼祭り、 湊町神社の御衣祭り、吉田神
ぎおん ちごかぐら

社の祇園祭り、東田神明宮の稚児神楽など。

• 徳川幕府はキリスト教厳禁政策と幕藩制維
しゅうもんあらた てらうけだ ん か

持のために「宗門改めと寺請檀家制度」を

全国に実施した。つまり、全ての庶民がい

ずれかの寺の檀家になることを義務づけた

のである。転居、婚姻、旅行、奉公など家

を出る時には寺が発行する「斎音手胎」が

必要であった。信仰対象の異なる諸社の補

宜神官もいずれかの寺院に属させられた。

この時代になって、新たに創設された寺院

や他所から移転してきた寺院は吉田領内で

46か寺を数えた。このあたりでは、元禄元

年に飽海の真言宗青龍寺が、延宝 2年に瓦

町の寿泉寺が老津から、寛文 4年に仁連木

村の臨済寺が建てられた。

・中世以来武家の手で主宰されていた祭礼 ・

仏事は町人・百姓がとって替わり、平等の
とうやせい

立場にたって頭屋制や講の結成が促され、

地蔵を始め路傍の石仏群の建立も寛文期を

境に活発化した。所謂、民間信仰は同族・

同姓・小土縁の屋敷神から稲荷・大黒 ・恵

比寿·庚申 （注 I ) • 秋薬 ・ 金毘羅 • 水神 ・山

王などの同信心結社による諸講、道祖神・

辻地蔵のように歴史的地理的環境と生活様

式に支持されたものまで、さまざまな信仰

が広まった。東田神明宮の境内に「庚申

社」が立派に建てられている。

第 2章歴史と生活

注 1:庚申一平安時代に中国からもたらされ、道教の説く
さんし

「三戸の説」を信じ延命長寿・無病息災を祈念し夜を徹

して飲食した。60日毎に巡ってくる庚申の日に当番の家

が祭祀者となって百面金剛をまつる。

宮廷→貨族→武家とひろがり、室町時代に一般庶民へと

伝わった。

現在盟栖市内に100余の庚申塔がある。

⑦吉田を襲った大災害

・地震

宝永の大地震一宝永 4年 (1707)10月4日

震源地は東南海沖でM=8.4。吉田城内で

は本丸から三の丸に至るまでの建物・櫓・

門・石垣・土塀まで全て倒壊されつくし、

殆どの武家屋敷も潰れた。町屋の全壊323

戸、半壊262戸、破損423戸で全ての家が被

災した。この地震による津波で浜名湖口の

今切も大打撃を受け、東海道の今切渡海も

不通になった。

安政の大地震一嘉永 7年 (1854)11月4日

震源地は遠州灘東部でM=8.3。吉田城内

の主要な櫓が被害を受けた。町屋の全壊

128戸、半壊154戸を数え死者14人、 高潮に

よる溺死者11人を出した。

・火災
そうじゅん

宗淳火事一安永 8年11月3日、 吉田本町の

医師藤井宗淳方から 出火した。吉田の中心

街11か町384軒を焼失した。しかもその中
は たご

には問屋場 ・本陣・脇本陣 ・旅籠屋60軒な

どが含まれ、宿駅としての機能は一時停止
まちかた ひ けし

してしまった。この火災を契機に町方火消
ぐみ

組が設けられ、これが明治に至るまで継続

していった。

・気象災害

記録に残された異常気象の災害も合計29回

ある。暴風雨 6回、洪水 5回、洪水による

大橋の流失 3回、干ばつ 5回だった。

〔付記〕「ええじゃないか」の発端

慶応 3年 (1867) 7月14日、牟呂村で伊勢

外宮の御祓が一軒の屋敷の竹垣きわに降っ

ているのが発見された。発見者の子供がそ
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おはら lヽ

の夜急死し、その御祓に疑問を抱いた村女

が精神異常で翌日死亡した。村人はそれら

を神罰と考え盛大に臨時祭礼を催した。こ

のお札降りが発端となり、幕末の不穏な空

気の中で民衆のエネルギーが爆発していっ

た。

藩主名 石高 入封製封年 備 考

（竹谷松平）

卓つ だいら いえ 8よ 万石

松平家泊 3 隊長 6年(1601)武蔵国八幡山より

松よつ だ平いら 忠ただ 消●よ
3 炭長15年(1610) 相 n佑、J七し

（深溝松平）

拿つ たいり ただ とし
松平忠利 3 疫長17年(1612)三河国深溝より

拿つ だいら ただ ふさ
松平忠房 3 窃永 9年(1632) 相 続

みず の ただ きよ
水野忠泊 4.5 衣永 9年(1632)三河国刈谷より

水みず 野の 忠たた 善よし
4.5 究永19年(1642)駿河国田中より

小9J笠がさ原わら 忠ただ 知とも
4.5 正保 2年(1645) 豊後国杵築より

9Jがさわら なが (f)I} 

小笠 原長矩 4 窃文 3年(1663)相 1し土9)し； 

小＇」笠がさ原わら 長なが 祐す"
4 延宝 6年(1678)相 続

おがさわら なが しげ
小笠 原長重 4 元禄 3年(1690)相 続

＜ ぜ しげ ゆき
久世里之 5 元禄10年(1697)丹波国亀山より

牧虫● 野の 成なり 春はる

8 宝永 2年(1705) 下総国関宿より

．． ，， とり なか
牧野成央 8 宝永 4年(1707) 相 続

（大河内松平）

直つ Eいら のふ とe
松平 信 祝 7 正徳 2年(1712) 下総国古河より

（本庄松平）

松●つ 平だいら す資け 訓9)9J 
7 享保14年(1729) 遠江困浜松より

（大河内松平）

:lつ だいら のぶ なお
松平信復 7 究延 2年 (1749)遠江国浜松より

松●つ だ平いら 信のぷ 礼うや

7 明和 5年 (1768) 相 nも9)士し

虞つ が＇ら のぷ 鼻2ら
松平信明 7 "fl禾ll7年 (1770)相 続

皇つ だいら のぶ より
松平信順 7 文化14年(1817)相 続

松●つ た平い，' 信のぷ 宝たか
7 天保13年(1842)相 続

まつ たいら のぶ ふ色
松平信珀 7 弘化元年(1844)相 続

虫つ だいら のぷ ひさ
松平信古 7 嘉永 2年(1849) 相 1も、IJL;, 

吉田藩の石高と歴代藩主

(5)近代

明治・大正時代

①吉田から豊橋へ

明治 2年 2月、 吉田藩主大河内履苫（松平

姓から大河内姓に復姓）が藩籍奉還を願い出

た。同年 5月新政府の弁事伝達所から「今ま

で吉田藩と呼んでいたが、今回改称するから

呼び方を取り調べて 2~3申し出るように」

との命令を受けた 。 数日後「豊橋 • 関屋 ・ 今

橋」の三つの試案を申し出た。 6月19日付の

藩知事任命書に「豊橋藩知事被仰付候事」と

あり、吉田は公式に豊橋と改称されることと

なった。

②明治維新と近代化

明治 4年には廃藩置県、官営郵便制度の布

告、新貨条例の下での紙幣発行、華士族の職

業の自由化、 戸籍法戸長制度の制定があ った。

明治 5年には土地売買の解禁、学制の公布、

国立銀行条例の施行、太陽暦の採用があった。

明治 6年には徴兵令の公布、地租改正条例

の公布など世の中は近代化へ大きく歩み出し

た。中央政府や県の行政機構の整備で混乱と

戸惑いの中、文明開化の足音と共に街は変貌

していった。

③豊橋町・豊橋市の誕生

明治21年に市制•町村制が公布され、その

翌年から 内務大臣の指示により順次施行され

た。豊橋町は10月に旧吉田宿を構成していた

23か町、人口12,339人でスタートした。時を

同じくして瓦町村 ・仁連木村 ・岩崎村・飯村

と三ノ輪村が合併して渥美郡豊岡村となった。

また、同27年豊橋町は豊橋村との合併を議決

し、県知事に認可を申請した。

豊橋の市制施行問題は日露戦争前から大きな

争点となっていたが、戦後推進派の町長大口

喜六によって再び動き出した。県会議員も兼

務していて、対県交渉も順調に進み、同39年

(1906) 内務省告示を以て市制施行が認めら



れたと同時に前提条件となっていた花田村 ・

豊岡村を合併した。人口14,000人余、初代市

長大口喜六で全国62番目の市が誕生した。
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町制・市制への推移 （「豊橋市史」より ）

④軍都豊橋の出現

徴兵令施行から10年、陸軍が現有の歩兵14

個聯隊を更に10個聯隊増強の計画を立てた。

朝鮮半島を中心とする隣接の諸問題に、力で

対応する兵力増強の国策によるものであ った。

明治18年 4月歩兵18聯隊が名古屋鎮台の仮屯

営から豊橋へ移動し、 32,000坪の吉田城址に

出来た新兵舎に入った。日清 ・日露の戦役を

通じて、軍隊と市民の一体感さえ芽生えた。

明治40年に総代会が、 軍隊及び軍人を待遇す

る目的で豊橋市尚武会を組織した。入営、応

召、出征、帰還等の歓送迎行事は昭和の戦中

まで続いた。その他の兵事関係団体が軍都ら

しく強力に結成されていった。

零細な蚕糸業中心の地元資本だけでは市の

発展はあまり期待できないと、市の発展策に

頭を悩ませている時、陸軍が4個師団増設の

計画を発表した。そこで、市は「師団設置期

成同盟」を組織して誘致運動を展開した。師

第 2章歴史と生活

団設置の条件の一つとして、市長は陸軍と札

木・上伝馬にある遊廓を適当なところへ移転

することを約束していて、東田遊廓が実現し

た。明治41年11月高師・天伯原の広大な演習

地を擁して堂々と第15師団が開庁した。師団

の設置は町の様相を一変させた。八町 ・向山

とそれに隣接する高師村を拠点に師団関係の

施設・企業・商店が広がり文字どおり軍都の

色彩を濃くしていった。

⑤主要道路網の整備

明治21年に東海道線開通にともない豊橋駅

が開業 し、上伝馬間600mの停車場通り（常

盤通）が開かれた。当時はみかん畑と藪を横

断していた、とは想像もつかない。まもなく

駅前旅館が 3軒、構内人力車10台前後、貨物

扱いの運送屋の掘立小屋と次第に駅前風景と

なった。新停車場通り（広小路通）ができ市

街化が広がった。

師団誘致とともに大口市政が重点的にとり

組んだのは道路網の整備であ った。当時は江

戸時代のままで近代都市の姿にはほど遠かっ

た。新道路の開設とともに、旧道の改修も必

要であった。師団設置と遊廓の東田移転は市

街が南と東へ延長される契機となった。

明治43年第一期工事の八町線（東八町～東

田） ・大手線（札木～柳生橋） • 新停車場線

の拡幅が竣工 した。次いで翌年第二期工事の

瓦町線（瓦町～東田遊廓） ・上伝馬線（上伝

馬～湊町）など 9路線が着工した。市街地の

新道路開設には移転料の厚い壁があったが、

市債条例の認可で逐次進められていった。

⑥牟呂用水
ひとくわ F

この用水は新城市一鍬田で取水され、 豊川

左岸の台地をうねりながら流れ、 豊橋市街を
じんの

抜けて神野新田を濶している。もともとは、

明治20年賀茂用水（賀茂・金沢 ・八名井地区

の灌漑用）として県の工事で一旦は完成した

が、直後の暴風雨で取水堰も用水路の堤防も
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「明治24年版愛知県地図帳」（豊橋市図書館蔵）
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大破した。
もうりよしひさ

毛利祥久の干拓した毛利新田（神野新田の

前身）は賀茂用水の水路を延長して利用した

いと申し入れ、再建計画に参入した。取水堰

や水路幅を拡張して共同利用する契約を取り

決めた。翌21年には竣工して牟呂用水と名付

けられたが、またもや濃尾大地震や暴風雨で

新田も用水路も大きな被害を受けた。後を継
かみのきんのすけ

いだ神野金之助は補強改善や復旧工事を重ね、

明治27年総延長24kmの用水路は完工した。長

い年月と多額の費用をかけて完成した牟呂用

水は1,200haの沿線田畑を灌漑して、人々に

大きな恩恵をもたらせている。

⑦農村の変容

明治 6年に地租改正条例が公布され、近代

的土地税制が整い土地所有権も新しく確立し

た。地租金納化の貨幣経済の広がりは農村に

大きな影響を与えた。明治34年の豊岡村では

現金収入の54％が米、 34％が養蚕となってい

て、米と繭で約 9割を占めている。米に頼る

度合は依然として高いが、これまで盛んであ

った綿花・藍 ・菜種の商品作物の栽培に代わ

って養蚕業が副業として成長してきた。低収

入の作物畑が減少して桑畑が増加していった。

このあたりでも戦前までは至る所に桑畑が見

られた。反面、新しい問題として桑畑の増加

は麦作を田の裏作に追いやり、雑穀畑の減少

は農民の食生活の変化と売却収入の減少とな

った。また、農作業の間に挫蚕が入り労働は

一段と厳しさを増した。米価も生糸価も暴気

によって大きく支配され、収入不安定のなか

消費支出のみが定着する傾向が強まった。

⑧蚕都豊橋と旭校区製糸業

豊橋周辺での蚕糸業の起りは奈良•平安の

時代までさかのぼることができる。延暦15年

(796) 三河 ・伊勢などの国から養蚕に習熟し

た婦人が東北地方に派遣され指導にあたった

ことが「日本後紀」に記される程であった。

近世になって一時衰退したが、明治になっ

てから殖産興業の時流と農民対策 ・士族授産

と結びついて再び発展した。この地方の製糸

業は、明治 9年上細谷村の庄屋であった朝倉
にえもん

仁右衛門が仲間 5人と協議して、関屋で50人

操りの足踏みダルマ製糸を始めたのが最初で

ある。技術・経営の未熟さから失敗したが、

先進地（群馬県官営富岡工場 ・福島県二本松

製糸）で学んだ者の帰郷を待って、同15年仁

右衛門等は上細谷に県下初の株式組織で細谷

製糸会社を創設した。
9J ぷち

同20年二川の小淵志ちが玉糸製糸は1)技術．． ．． 
うきち

を改良して糸徳製糸工場を、 翌21年大林宇吉

は志ちの協力を得て寺沢に玉糸製糸工場を建

てた。その後、同29年には豊橋製糸株式会社

や三河製糸株式会社が設立され、 豊橋地方の

器械製糸工場は増加の一途をたどった。生産

高 ・工場数は昭和 4~10年が豊橋蚕糸界全盛

期だった。

大正 5年(1916)

>.5-

豊橋商業会議所報告より
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旭校区では東新町や蓮田町に金子 ・糸徳・

岡本 ・伴・まるはち・ 小黒 ・岩本等の製糸エ

場が煙突を並べていた。ここでは最後まで残

った金子製糸について記す。

創業者金子丈作は製糸業日本随一の岡谷市

で研修を重ね、明治40年に小松原から東新町

へ転出して製糸業を始めた。昭和 2年から撚

糸業も合わせ操業 し、従業員200人を抱える

大工場であ った。然し同11年頃から製糸業界

は軍需産業に圧迫され始め、同16年蚕糸業統

制法が公布され蚕糸類の配給統制が実施され

た。かつて200軒余あ った豊橋の製糸工場も

同18年には軍需工場化や整備廃業で僅か30軒

のみと衰退していった。壊滅的大打撃となっ

たのは何といっても20年の豊橋大空襲で、被

害を免れた業者は6軒のみであ った。その後

も、戦後生まれのナイロン系製品におされて、

残った業者 も姿 を消していった。金子製糸

（撚糸）も亦同じ運命に追い込まれ、平成 2

年 1月に幕を閉じることとなった。

注 1:玉糸製糸一普通、製糸は一匹の盃が作る繭（籾繭）の

繊維から作 られる。ところが、 二匹の盗がつくる形の大

きい玉繭からとる繊維は、 節があ って質的に劣っていた。

隊品価値が低 く、くず繭と呼ばれ真綿の材料に使用 され

ていた。二川の小淵志ちのお蔭で上手に糸をホグスこと

ができる ようになった。昭和 4・ 5年頃には盟梢の玉糸

製糸は全国生産の 8割を占め、 「玉糸の盟栢」といわれ、

全盛期であ った。

⑨神仏分離

明治新政府は神仏分離の政令を矢つぎ早に
りだんかいしゅう

発した。豊橋藩では一部で離檀改宗 （寺院檀

徒の神道への改宗）の混乱はあ ったが、諸藩

に見られるような廃仏的暴挙は少なかった。
，， If ち

寺院領は境内を除いて上地（政府が買収す

る）せしめられる代わりに籐屎（扶持米）を
むだんむろく

給せられた。無檀無禄の寺院は廃寺となって

整理された。庶民子弟の教育の場となってい

た寺子屋のうち51か所は寺院であ った。新学

制になってもそのまま寺を提供していたのは

全久院をはじめ23の寺であ った。

第 2章歴史と生活

神社は明治 4年の神社制度の確立によ って

社格や神官の職制が定められた。豊橋地域で

は郷社が東田神明社はじめ 6社、村社が瓦町

神明社・ 豊城神社はじめ102社、無格社47社

に夫々社格が指定された。神領地も境内を除
あげち しんせんへいはく

いて一切上地を命ぜられたが、神餓幣吊料と

して内務省からの供進を受けた。

明治33年、 寺院 ・神社を管轄していた内務

省社寺局を廃して神社局と宗教局を寵いた。

更に大正 2年宗教行政と教育行政の関連から

宗教局を文部省に移管し政府支配下に入った。

⑩学制の発布
むら

明治 5年、新政府は「邑に不学の戸なく、

家に不学の人なからしめん」事を期して学制

を布告 した。以後教育令 ・改正教育令 ・小学

校令と幾度となく制度の改正を重ねた。同23

年小学校就学が義務づけられ修学年数 3~4

年とした。同36年に初めて国定教科書ができ、

国家主義の色彩が鮮明になっていった。同40

年に義務教育が4→ 6年に延長され、県下の

就学率は男子98.7%、女子で96.6％と明治期

の最高 とな った。当時の豊橋市には豊橋高

等 ・岩田尋常高等 ・花田尋常高等の 3校と尋

常科のみの東田 ・八町 ・新川・ 松栗の計 7校

であ った。製糸業の急激な発展と市街の駅方

面への広がりで就学児童が増加し、同41年に

狭間尋常小が、同45年に松山尋常小が増設さ

れた。

一方、中等教育では明治26年に私立補修学

校時習館が開設され、同33年に県立第四中学

校、大正11年に県立豊橋中学校と改称してい

った。明治35年三河初の女学校として町立高

等女学校が西八町に創設された。同年実業学

校として私立豊橋裁縫女学校も開校した。高

等女学校は市制施行とともに市立高女となり

現旭小の地に新築移転した。また、大正15年

に県立豊橋第二中学校が認可され、現青陵中

学校の地に開校した。
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⑪都市計画法の適用

•明治末期から初代市長大口喜六の市政下道

路網の整備は着々 と進められ、大正初期に

は豊橋の街の骨格はほぼできあがった。 し

かし、第一次世界大戦がもたらした日本資

本主義経済の発展と都市の人口集中は豊橋

へも及んだ。大正 8年には豊橋の人口は大

戦前より 13,000人増の66,000人となり、本

格的都市機能の整備が課題とな った。

大正12年都市計画法の適用が内務省から

認可され、市としては市民の理解を得るた

め啓蒙活動を重ねた。都市計画事業には商

工業地区の設定 ・主要道路の開発と拡張 ・

上下水道の整備・公園計画など多方面にわ

たっていた。これらの諸施策は大戦後の経

済恐慌や昭和初期の金融恐慌の影響を受け、

前途多難であった。

市街路の拡張については、法に基づく受

益者負担（工事費の 3分の 2)の規定を公

示して理解を求めた。東新町・瓦町・ 魚町

などは用地提供や障害物の自費移転を積極

的に協力した。第一期工事は八町線（西八

町～東田遊廓） ・牟呂線 ・花田線の拡幅が

進められ、第二期工事は駅前広場を含む幹

線15路線の改修であ った。このほか周辺町

村の道路も整備され、昭和 8年に瓦町南

裏 ・新町橋を経由する豊橋 ・ニ川間の省営

バス（国鉄バス）が開通した。

• 都市近代化施策に呼応して土地区画整理事

業が宅地造成を目的に随時進められた。昭

利 2年東田土地区画整理組合が設立 された。

幹線道路に沿った約 7ha余の区画整理事業

であ った。本市最初のものであり、都計に

従ってこの事業に着手するのは勇気ある英

断であ った。既に住宅地化された東田遊廓

を中心とする歓楽街への接続的な発展を期

して、道路造成と区画の整理を目的とした。

組合設立に際し、趣旨賛同を取付けるのに

いまにしすぐる

は多くの困難があ った。発起人代表今西卓

等の啓蒙説得が功を奏 し、組合員143人で

設立認可が下りた。排水路は隣接菓落との

交通上の関係もあり、水路と道路の拡張を

図った。道路は一部を10尺（約 3m)とし

たが、多くは 3~ 4間 (5.3m -7.2 m)と

し昭和初期では先進的道路拡張がなされた。

陸軍墓地を公園緑地の一部に含ませるなど、

゜
,oo 200 

（豊編聾蜻事婁誌より）

B 東田士地区画整理現形図縮尺単位はm

A 東田土地区画整理確定図

24 



造成上の苦心があったが事業は着実に進展

を見せ、 13年半の歳月をかけて工事は完了

した。工事区全体の特徴は畑地の減歩が30

~40％という大きな割合を示し、農耕地を

目的としたことでない区画整理事業のねら

いが如実に証明されている。同地区の宅地

地積は273haから573haと倍加され、道路地

積も約 3倍に増加して市街地東進の都市計

画基本構想に大きく寄与したのである。組

合員の理解と協力の所産であったと言える。

続いて、昭和 4年に東部土地区画整理

組合が設立された。大正14年に市内電車が

東田遊廓まで敷設され、東田台地の南方瓦

町方面への市街地形成と発展が予想されて

いた地域であった。丸地清次等が発起人と

なり 530人余の土地所有者（在来の地主は

2/3) に話をかけ全員一致の賛同を得、

翌年 3月に工事に着手した。地目別にも大

゜
拿 500

占
・15 ゜（豊編聾鳩事業誌より）

B 東部土地区画整理現形図

A 東部土地区画整理確定図

第 2章歴史と生活

部分が畑地で宅地面積も僅少であり工事を

実行するに都合がよかった。市街化を阻む

理由はどこにもなく工事は順調に進められ

た。同13年には工事完了であった。同15年

から池見 ・住吉 ・老松の町名改称字区域変

更を実施。新規町名拒否者には旧称使用も

可とした。

・豊橋の電灯会社は明治27年に梅田川上流の

水車場を発電所として始まった。16燭光の

電球300個分の電気量であったが、水不足

などで発電量もままならず「点灯常二如意

ナラズ、光度尚通常『ランプ』二及バザル
ゃゅ

コト往々」と椰楡されていた。翌年牟呂の

大西地内に牟呂用水を利用した水力と火力

併用の発電所を建設した。僅か一年で取付

け電灯は 3倍以上にまで進歩した。軍隊 ・

官庁 ・商店街・ 一般家庭へと広がり、日露

戦争後は企業工場の電力需要も高まった。
つく

同39年社名を豊橋電気株式会社と改め、作
けんだい

手村に見代発電所を建設した。15師団誘致

にともなう電灯・電力の需要に応じるため

下地の火力発電所で急場をしのぎ、同45年

に鳳来町に長篠発電所を建設した。東田坂

上の辻に建てられた大きな街路灯が評判と

なり、近所の家庭への郵便物が「大電気」

の宛名でも届けられる程であった。

また、豊橋瓦斯会社は明治42年に神野三

郎等15人が発起人となって設立された。明

治末期に東八町 ・市役所・駅前など 8か所

にガス街灯が設置され、夜のとばりの中に

青白い光を放ち道行く人の目をひいた。

・近代都市として豊橋を発展させるためには、

市内交通機関の充実は絶対に必要であった。
たけだけんじ

大正10年豊橋電気株式会社の専務武田賢治

が発起人総代となって、豊橋自動車株式会

社の設立を申請した。しかし、政府は交通

機関の電気利用を考えていたので受理され

なかった。そこで、急速自動車を電気鉄道
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に変更申請 して、大正12年に鉄道・内務両

省から軌道敷設の許可が出された。折しも

不景気と関東大震災の影響もあ って資金面

で難渋したが、市民の協力を得て同14年 7

月祇園祭当日駅前一札木一柳生橋間の営業

運転を花電車で華々しく開業することがで

きた。札木一東八町赤門前の運転延長に続

いて、赤門ー東田終点間の工事も完了 して、

同年12月25日全線開通とな った。公害を出

さないクリーンな市民の足として豊橋の路

面電車は走り続けている。

：ヽ止：． ． ．

豊橋電気軌道 （現豊橋鉄道市内電車線）

• 都市の人口増加と汚水処理の不備は井戸水

の汚染をもたらした。上下水道の完備は都

市近代化に保健上不可欠な問題であ った。

都市計画法適用認可を契機として市営上

水道敷設論が進められた。本市始まって以

来の300万円余の大事業は経済不況下のこ

と起債225万円が認可されて、愈動き出した。

昭和 2年横田忍助役以下18名で市水道委員

会が構成された。水源は調査の結果下川村
ちさき

（現牛川町）西下条三 ノ下地先の豊川河底

の伏流水を選定した。延10万人を投入した

工事も2年 9か月後の昭和 5年 3月第一次

工事を完了した。

岩崎と飯村を除く全市域と下地町への給

水を開始した。当初は 3か月分前納の給水

条例が災したが、同14年には給水率が5割

を越えた。

単位： ％ 

市街地 1札木 本町 魚町 関屋 港町
| 68 65 62 60 70 

周辺地 1東田 瓦町 一輪 船町 下地

I 44 5 7 37 28 

〔新愛知昭 8.9.12〕

上水道の普及状況

一方、遅れていた下水道整備は昭和 3年

に計画書を作成し、同 6年に市会の承認を

得て失業救済事業を含めて着工した。下水

管の総延長113,732m、排水総面積629ha

（東田・八町 ・前田等 7区域）、労働者延79

万人余を投入して同10年に完工 した。野田
そくしんおでいほう

処分場の処理方法は促進汚泥法と呼ばれる

当時としては最新鋭の設備を誇るものであ

った。

戦前の排水区 （「豊橋市水道50年史」より ）

昭和初期～戦後

①戦前・戦中の市民生活

•昭和初期頃からこの地域は大部分が住宅地

で、市電通りと国道沿いは賑わいを見せて

いた。町工場や家内工場が点在し、窓越し

に作業のようすを見るのは子供の楽しみで

もあ った。床屋（理髪店） ・銭湯（前畑・

東新町 ・東旭町 ・池見 ・東雲 ・瓦町）は地

域の人々の交流の場とも憩の場ともなって

しヽた。

・公設市場は市が経営する食料品中心のマー

ケットで、昭和 7年に新川と松菓に開かれ



た。市の公認で民間が経営する公認市場は

東田（現旭校区市民館前）と花田、続いて

高師 ・八町・小田原にもでき大いに業績を

あげた。

・大正13年、市農業会により始められた農産

物斡旋所が農家不況対策の 一環として
いち

「市」を各地に設けた 。昭和 6年三八市

（現前畑通）が初めてで、翌 7年羽田八幡
いちご にひち

社境内の一五市と小田原通りの二七市が開
しく

かれ、同 8年西八町の四九の市（現広小路

四丁目に移設）ができた。また、戦後、柱
とくとう

一番町に六十の市が開かれ、旬間二回市内

外の農家が生産した疎菜類や日用雑貨類を

路上に並べて、市価より安く販売すること

で庶民に親しまれてきた。

•昭和12年の大政翼賛会の組織化、翌年の国

家総動員法の公布と政府の権限がジワジワ

と強化され、国民生活を圧迫していった。

米穀管理規制に続いて食糧管理法が施行さ

れて主要食料は配給制となり、衣料も総合

切符制が実施された。18年に国民徴用令が

改正強化されて12~60歳の男性は徴用エに、

15-40歳の女性は梃身隊となって軍需工場

へ入った。学校も学徒動員令で兵器生産や

食糧増産に従事し、運動場は芋畑となった。

こうした中、 19年12月と翌 1月の二度に亘

り大地震 (M=8と7.1)に見舞われ、空襲

と相まって市民の不安感を一層募らせた。

豊橋市戦災被害図（「豊橋市戦災復興誌」より）

第 2章歴史と生活

戦局は愈、危機的となり全国主要都市は
さら

牢襲に曝されていった。豊橋は20年6月19

日夜半、 B29爆撃機136機の波状攻撃で焼

夷弾の雨を浴びせられた。全市戸数の70%

が全焼全壊し、死者624人、重軽傷者344人

となる悪夢の一夜であった。旭校区では 8

町内が被災し、焼け出された人々はバラッ

ク生活を余儀なくさ れた。東田国民学校は

全焼し、全校児童1,700名中、罹災900名、

死亡 4名であった。 7月から焼け残った神

社 • お寺・学校（当時は女子商業） ・民家

の一隅を借りて臨時校舎とし、町別学年別

で教具なしの授業を再開した。そして 8月

15日全国民失意のうちに終戦となった。

②戦後と民主化の波

•昭和21年GHQ （連合国総司令部）の指導

で第一次・第二次と農地改革が強力に推進

されて、農村の民主化が進められた。大地

主制を崩壊させ自作農をふやす改革の目標

は同25年 3月で完了した。市内の自作農は

66.8％→91.6％と大幅に増加し、小作農は

27.9％→8.3％と激減して改革は成功した。

•市民が闇市にむらがって耐乏生活を送り市

政が復興対策に苦慮している時、同21年 1

_ 己・・凰量--

月GHQは軍国主義者

の公職追放令を出した。

戦争末期に市長となっ

た元陸軍少将水野保も

当然公職を追放された。

後任には市議会の推薦

した県議会議員横田忍

14代市長横田忍 （前畑町）が第14代市長

に就任した。横田忍は最後の官選市長とし

て、戦後の復興、公選市長実現への橋渡し、

愛知大学創設などに尽力した。

・同22年、民主化の一翼としての地方自治法

が制定された。第一回の統一地方選挙と衆

議院議員選挙が実施されて民主化への第一
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歩をしるした。市長選では県議会議長の大

竹藤知が現市長を破って初代公選市長とな

った。続いて行われた県議会と市議会の議

選挙では投票率88.5％と驚異的数字を記

録した。市民の参政権に対する自覚と新し

い政治への期待感の表われであった。

・学校教育についても、同20年10月から12月

にかけて、 GHQから教育改革の指令が

次々と出された。余りにも急激な変化に現

場は混迷した。男女共学・六三制と制度が

先走りして、焼けた校舎の再建もできない

状態で、ましてや中学校の建築など手の着

けようもなかった。そうした中、校舎不足

を仮校舎や間借り教室、 二部制授業等で補

い、同23年には中学校10校、小学校22校が

「新教育」の名のもとに、民主教育を模索

しつつスタートさせていった。

付記 ：青陵中の前身は、昭和22年に発足し

た東部中（エ兵隊兵舎他 2分教場の旧東

田・岩田校区）と北部第二中（牛川小・

下条小の間借り）であった。学校の統廃

合によって、翌23年10月生徒数1,259名学

級数24の青陵中学校が現在地に誕生した。

•昭和23年、 詩人丸山蕉は豊橋へ帰って、東

田町東前山に住んだ。30年ぶりの感想を、

「帰郷の感」として次のように記していた。

丸山薫

"30年ぶりの豊橋に帰
あかね

って住むと、茜の色が
し

瞳に泌みて鮮やかだ。

秋末から冬にかけての

さむざむとした晴天の

夕空を染めるあの柿色
，，が

の余炎を眺めると、街

は焼けてしまっても索

漠としたバラックの屋根の上に、そぞろに

懐しい少年の日が浮かび上る。

……音便が多くて、少々田舎くさくて も、 三

河の方言は私の耳には安心して聴ける”と。

ヌ

亨 v

【旭小学校屋上より東方を望む】
元旭小学校長米津一八先生画

_2 校区の活動

(1)体育活動

校区体育祭は昭和42年 (1967) に第 1回を

開催し、本年で40回目を迎えた。競技種目に

レクリエーション的要素を採り入れる等のエ

夫を凝ら し、 参加者の意欲を駆り立てている。

年々老若男女その数を増し、益々盛大になっ

ている。

プチソフ トバレーボール大会 ・ドッチビ

ー ・フットベースボール大会 ・グラウンドゴ

ルフ大会等の町内対抗や子ども会の競技会が

開催されている。年間を通じて校区民の体力

づくりとコミュニケーションの拡大を図って

しヽる。

(2)市民館活動

平成17年度の校区市民館の利用者は延

29,000人であった。毎日殆ど終日、いろいろ

なサークルやグループが楽しんで学習してい

る。

市民館まつりは、昭和57年から数えて本年

で25回目を迎えた。作品展では、市民館利用

者の学習成果、趣味活動の芸術的作品など出

品点数も年々多くなり、展示方法に工夫をこ

らしている。芸能部門では、多彩な演目が休

憩なしで演じられている。市民館まつり来館

者へのお汁粉接待は名物であったが、数年前

から館外ヘテントを張り、盛大にバザーを開

いている。校区民のコミュニケーションの場



となって、有意義な催し物となっている。

付記 ：校区市民館は昭和56年に地域のコミ

ュニティーセンター • 生涯学習の拠点と

して小学校の校地内に設置された。それ

以来、総代会・各種団体の会議やイベン

ト、集会、研修会を始め多種多様な趣味

グループの講座に利用されてきた。利用

者数をみると下の表のようになっている。

これは市内各館に比しても上位にランク

される。

空調設備も

順次整えられ

快適に利用さ

れている。災

害 時 の避難

所 ・選挙の投

票所ともなり

公共施設とし

ての重要さを

増してきた。

(3)納涼まつり

昭56~ 20,150人

I1 59~ 17,400 

II 62 ~ 17,800 

平 2~ 22,600 

I/ 5 ~ 27,000 

I, 8 ~ 26,900 

9, 1 1 ~ 29,600 

,, 14- 27,800 

旭校区市民館年間利用者数
(3年毎の平均）

夏まつり納涼盆踊り大会は、毎年 8月上旬、

2晩にわたり、老若男女多数参加して、約 2

時間賑やかに実施している。休憩時には花火

や冷菓子を振舞い好評を博している。

(4)交通安全運動

交通死亡事故ゼロの日、 10、20、30日を始

め、春 ・夏 ・秋 ・年末の交通安全市民運動の

期間中には、各役員が率先して主要交差点に

立って、啓蒙運動に協力している。

(5)青少年健全育成活動

親子で作る健全育成に関する標語の募集や

善行表彰など、校区内パトロールの他にも重

点的に事業を展開している。

第 2章 歴史と生活

(6)防犯活動

隣り近所の付き合いを大切にし、外出時の

声かけや施錠の確認など、各自の防犯意識の

向上を目指す運動を展開している。

(7)防災訓練活動

町単独では容易に実施できないので、校区

全体を対象にして実施している。

(8) 530運動

町内毎に、年 2・ 3回役員総出で、道路や

公園の清掃をし、 よい環境づくりを推進して

しヽる。

付記：この530運動の提唱者は、当旭校区

に住んでいた元豊橋山岳会会長の夏目久

男氏である。氏は「豊橋自然歩道25年の

歩み」の巻頭で次のように述べている。

“自然保護が問われて久しいが、自然の

保護も環境の保全も机上で論じても真の

観念は湧いてきません。その環境に浸り、

そこから学び教えられてこそ真の観念が

湧いてくるものです。

（中略）昭和44年市民自然保護団体が結

束し、以後豊橋自然歩道づくりを進めて

まいりましたが、整備が進むにつれて利

用者も多くなり、同時にゴミの散乱が目

立つようになりました。ゴミを簡単に何

気なく捨てる習慣を打破すべく、山のモ

夏目久男

ラルとして、 「自分

のゴミは自分で持ち

帰る』ことを呼びか

けました。530運動

の提唱にもなり、自

然環境ばかりでなく、

都市生活環境も含め

て社会道徳の高揚と

環境美化のため、昭

和50年全市的官民一

29 
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体の530運動推進連絡会の結成へと発展

してまいりました。”

この運動の提唱者が旭校区にいたことを改

めて心に留め、更なる取り組みを続けたい。

(9)敬老会・成人式

敬老会は、各町が独自の企画で実施してい

る。成人式は、校区社会教育委員会が主管 し

て、 「成人の日」に有意義に挙行 されている。

会場を小学校・校区市民館からあいトピアに

移し、旭小学校児童も祝福に参加している。

付記：成人式の変遷をたどってみると

昭和23年の 「国民の祝日に関する法

律」の施行にともない、同24年 1月15日

全国的に成人式が挙行された。（県下では、

名古屋 ・豊橋以外は市町村単位で挙行。）

豊橋市は既に組織化されていた校区社

会教育委員会が中心となって、校区単位

で行われた。当初は数え年であ ったが、

25年に施行された「年齢に関する法律」

により、 2回目は12月31日の満年齢で実

施された。再改正で 1月15日の満年齢を

該当者としたが、 28年から現行の「学齢」

(4月2日～翌年 4月1日生）となった。

昭和36年市体育館新築を機に、 全市の新

成人を一堂に躾め、市の事業として当日

の午後、成人祭の名で行われた。 しかし、

年々新成人が増加し会場も手狭になり、

且つ周辺の校区は交通費の負担増が問題

となった。同45年から元に戻って現在の

ように校区主催の成人式とな った。全市

的成人式に代わるものとして、同46年か
ばたち

ら「二十歳のつどい」が行われたが、平

成 9年で廃止となった。

また、 当初から記念植樹用として緑化

を兼ねて苗木を配布していたが、これも

昭利49年に廃止となった。

(10)平成18年度旭校区総代会事業計画

月 場 所 主な行事•関係機関団体等

4 旭 小 人学式参列

青 陵 中 入学式参列

市 民 館 総代会校区史編集イベント実行委員会

裔千穂会館 年度初め団体三役懇話会

市 民 館 校区史役員部長会議

旭 小 青少年（建全育成会総会

5 市 民 館 町総代会議

旭 小 こいのぼり運動会参観

旭小連動場 グラウンドゴルフ大会

6 青 陵 中 青少年健全育成会総会

市 民 館 町総代団体代表等会議

市 公 会 堂 市総代会定期大会

7 市民館集合 社明校区一円広報パ トロール

東西指定箇所集合 徒歩非行犯罪等予防パトロール

市 民 館 町総代・団体イ ベント実行委員会

8 旭小迎動場 100祭イベント夏祭り納涼大会

市 民 館 町総代団体代表等会議

市 民 館 集合 社明校区一円広報パ トロール

， 旭小運動場 校区体育祭

青 陵 中 迎動会参観

10 青 陵 中 百少年健全育成諧演会

市 民 館 町総代会団体代表

11 市 民 館 校区市民館まつり

市 民 館 青陵地区市民館まつり

旭 小 学芸会参観

12 市 民 館 町総代会団体代表

市 民 館 防火講習会 女性防火ク ラブ

1 あしヽトピア 成人式

市 民 館 町総代会

2 旭 小 ひなまつり集会参観

市 民 館 町総代会

3 青 陵 中 卒業式参列

旭 小 卒業式参列

市 民 館 町総代会

市 民 館 町総代団体代表決尊予窮会
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第3章 教育 と文 化

1 学校教育

(1)東田尋常小学校・東田国民学校

現在の前畑町内にある“東田町字西前山

144番地”の住宅地は、明治25年 9月から昭

和20年 8月まで学校用地であ った。

東田尋常小学校正門 一昭和2年一

①全久院から新校舎へ

明治 5年の学制発布により、この地方では

全久院の寺子屋をそのまま「田尻学校勧善分

校」と称して開校した。以後「仁連木学校」

「岩田学校仁連木分校」「豊岡尋常小学校仁連

木分校」と学校制度の基礎固めや町村併合な

どのため、目まぐるしく校名だけ変更になっ

た。児童数の増加もあ って、明治25年 9月に

全久院の禅堂から西前山の新校舎に移った。

当時の話として 「前山の松の生えた小山の東

の方、 一段低い所をかき崩して校舎を建て

た」 「まわりは畑ばかりで、東の方に家が一

軒だけあ った」 「校舎は玄関と教員室、教室

が二室の一棟平家建てで、先生 4人と生徒は

上地・下地 ・瓦町から 1学級30人位だった」

と云い残されている。

二階建校舎と奉安殿 一昭和初期一

②市制施行で豊橋市東田尋常小学校へ

明冶39年 8月の市制施行とともに「豊岡尋

常小学校」から「豊橋市東田尋常小学校」と

校名が変更になった。児童数 ・学級数の増加

にともなって校地の拡張や校舎の増築が行わ

れた。大正11年には講堂が建ち、昭和 2年に

墓地を移転して初の二階建校舎と奉安殿造営

がなされた。昭和 4年には少年野球が明治神

宮球場での全国大会に優勝した。

③戦時下の東田国民学校

昭和16年に「国民学校令」が施行され、 皇

国民錬成を目指して国民学校がスター トした。

愈、戦時色を濃くしていった。食料増産 ・勤

労奉仕 ・空襲警報発令等で授業時数は激減し

ていった。昭和20年 6月19日夜の豊橋大空襲

で校舎は全焼し、 一夜にして灰盤に帰した。

④敗戦の苦難な道

焼跡を整理して、 7月11日から焼け残った

神社・ 寺院 ・幼稚園や民家の一隅を臨時校舎

とし町別、 学年別に分散授業が開始された。

それは終戦をはさんで昭和21年 1月まで続け

られた。次に女子商業の校舎（現旭小）と旧
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旭

工兵隊跡で、またまた分散授業を余儀なくさ

れたが、 二学期からは全校児童が工兵隊仮校

舎に集結することとなった。昭和22年 3月旧

工兵隊将校集会室で、国民学校最後の卒業式

が挙行された。同年 4月より「学校教育法」

が施行されて、六・ 三制の新教育制度が発足

し、「豊橋市立東田小学校」となった。東部

中（青陵豊岡中の前身）の一部と共に引続き

兵隊仮校舎で授業が行われた。

年度 教員数 学級数 児童数

明治39 5 4 135 

42 7 6 220 

大正元 10 ， 429 

14 14 12 707 

昭和 5 20 18 1,069 

10 22 20 1,243 

16 28 26 1,658 

20 32 30 1,708 

26 40 36 2,052 

東田小、学校統計の推移 （「市勢要覧」より ）

⑤旭町の校舎へ そして分離独立

旧工兵隊兵舎を利用した教室は、 ①採光が

悪く薄暗い、②机や椅子は高くて児童は足が

床に着かない状態、 ③校区外に位置していて

通学に片道 3km以上の者もおり、低学年には
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東三新聞

昭和27年3月8日
旭小開校式
旭小提供

過酷であ った。そこで、昭和23年に旭町の女

子商業と工兵隊の東田小が入れかわることと

なった。校区内では宅地化・市街化が進み、

昭和26年には児童数が2,000人を超える状況

となった。翌27年学校規模適正化のために、

分割することとなった。即ち、東田小は校区

を縮小して旧市立商業学校の跡地へ、木造二

階建 2棟を新築して移り、旭小が一部八町校

区を編入して、現在地で分離独立した。

⑥参考

0豊橋市立高等女学校 明治35年町立高等女

学校として、西八町の郡役場跡に開校した。

増改築を重ねて急場を凌いでいたが、生徒数

の増加から本格的学校整備が求められた。明

治39年の市制施行と共に、「豊橋市立高等女

学校」と改称され、現旭小学校地に新校舎を

建設することが市議会で決定された。

学校用地……田畑宅地69箪 11,870m' 

校 舎……木造二階建延3,540m'

明治45年、創立10周年記念式典と併せ竣工

式が挙行された。大正 7年から毎年のように

増築が実施された。今も残る中庭の丸池は昭

和 3年園芸部活動用に造られた。又、校庭

の樟の巨木も昔を物語っている 。生徒数が

1,000人を越え、昭和13年 8月向山大池（現

東高校）の新築校舎へ移転した。

市立高女時代鳥諏図 （「アルバムひがし」より ）

0豊橋市立女子商業学校 商工業の発展と実

業界の若者育成の必要から、実業教育機関設



中庭の丸池

置の要望が強くなった。大正12年、「市立実

業補習学校」が西八町の八町高等小学校に併

設された。前 ・後期それぞれ2か年を昼夜ニ

部制で、農業と商業の実業科目を履習させた。

大正13年、八町高等が豊橋高等小学校と改称

され、舟原町（現中部中）に移転したのでそ

れに同行した。昭和 2年男子は市立商業へ夜

間部として移り、女子は商業専修学校として

存続した。昭和13年市立女子商業と改称独立

し、旭町の高等女学校転出の後へ移転した。

(2)豊橋市立旭小学校

今年、本校は昭和27年 (1952)創立以来55

周年を迎える。現在の児童は165名 (121世帯）、

職員16名、 7学級の規模である。今年も「カ

いっばい たくましく 」を校訓に教育活動を

行っている。

これまで、 5,561名の卒業生を送り出して

いる。俳優の松平健氏も卒業生の一人である。

PTAと地域に支えられ、 17代の校長、延べ

244名の教職員で学校経営がなされてきた。

①本校のあゆみ

•昭和27年 ( 1952 ) 創立校歌制定

•昭和28年 (1953 )

八町小学校より転入児童の歓迎会

•昭和31年 ( 1956) 放送教育発表会

児童数1,544名でピークをむかえた。

•昭和33年 (1958)

第 3章教育と文化

向山小学校へ分離。転校児童とのお別れ式

•昭和36年 ( 1961 ) プールが完成した 。

• 昭和38年 (1963) 鉄筋校舎使用開始

• 昭和39年 (1964)

交通安全教育発表会を行った。

•昭和46年 ( 1971) 創立20周年

全校舎鉄筋化完成

•昭和47年 (1972)“教育の森’'造成

運動場北西角にイチョウを植樹した。

•昭和49年 (1974) 体育館完成

•昭和50年 ( 1975 )

5年生の野外教育活動が始まった。

• 昭和52年 (1977) 米飯給食開始

チビッコ山完成 (PTA製作）

•昭和54年 (1979 )

理科教育研究発表会を行った。

• 昭和55年 (1980) 大型遊具完成

• 昭和56年 (1981)

小鳥小屋を新設した。

創立30周年記念行事を行った。

•昭和57年 (1982)

こいのぼり集会が始まった。

•昭和58年 (1983 )

ひなまつり集会が始ま った。

•昭和60年 (1985) 豊作畑（園）を造成

•昭和61年 ( 1986) 市制80周年

タイムカプセル埋設

• 平成 2 年 ( 1990)
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校歌祭出場 校舎大改装工事開始

•平成 5 年 (1993)

百陵ブロック小中学校体育祭参加

スクールアート撮影

•平成 8 年 (1996) コンピュータ 8 台設置

• 平成 9 年 (1997) 木の広場遊具完成

• 平成10年 (1998)

プール温水シャワー設岡

•平成12年 (2000)

インターホン各教室設置（防犯対策）

• 平成13年 (2001)

創立50周年記念事業 和太鼓クラブ新設

コンピュータ41台設置

• 平成14年 (2002)

校舎南側窓ガラスを強化ガラスに取替

• 平成16年 (2004)

体育館 ・校舎の耐震工事を行った。

•平成17年 (2005)

保健室シャワー設置

体育館屋根塗装工事を行った。

図書の貸出をコンピュータ化した。

•平成18年 (2006) タイムカプセル開封式

(3)藤ノ花女子高等学校

1902年に僅か22名の生徒で開校した家塾的

学校が、100年間で40,000人余の卒業生を送り

出した。今や在校生1,300名を擁し、大学も

併せ持つ大学園となった。その沿革をたどる。
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創立当時の校舎（「藤ノ花学園写真集」より）

①創立ー中八町 ・東八町時代

•明治35年 4 月 「私立豊橋裁縫女学校」創立。

女子実業教育の先駆者伊藤卯ーは県知事

の認可を得て、中八町で創めた。その学

校規則総則に「本校ハ女子ノ淑徳ヲ涵裾

シ、裁縫家事ソノ 他女子二須要ナル実用

ノ知識技芸ヲ授クルヲ以テ目的トス」と 。

•明治37年 4 月 東八町へ校舎移転。36年に

85名、 37年に116名と生徒数増加により

増築移転し、寄宿舎も設置した。

•昭和 6 年 9 月 「豊栢高等裁縫女学校」と法

令改正に準じて校名を改称した。

第二代校長に伊藤健児氏が就任した。

②充実ー旧学制時代（昭 7～昭22)

•昭和 7 年 9 月、老松町

の現在地へ移転、創

立30周年を期して校 バ
、よ

舎寄宿舎を新築した。fさ＇
•昭和10年11 月 「豊橋家 人ゎ

政高等女学校」と実

業学校令改正に準じ

て、校名を改称した。

•昭和12年 3 月“針に感 昭和7年頃夏服
丸地建郎 （池見町）画

謝の念を”との願い

をこめて、針霊塔を中庭に建立した。

•昭和20年 8 月 豊川海軍工廠の空製で生徒

30名、教師 1名が爆死した。（慰霊碑を

北校舎中庭に建立する）

•昭和21年 3 月 「藤花高等女学校」と高等

女学校令に則って、校名を改称した。

昭和7年に現在地 （老松町109番地）に移転拡張



昭和 9年卒のFさんは「…袂袖の黒い校

服と長い袴で、自転車通学でございました。

12kmの凹凸道を45分でスッ飛ばしたり、雨

降りともなりますと、長い袴を腰の辺で結

わえて、まるで弁慶を思わせる姿でござい

ました。でも、皆さんが大変品の好い服装

だと言ってくださると、少しばかり嬉しく、

誇りをさえ惑じました。」と思い出を語っ

ていた。

また、昭和20年卒の M さんは「• • •通学不

可能だったので、寄宿舎に入れていただき

ました。馴れない学友ともすぐ親しくなり

ました。食糧事情が悪かったので、校庭を

耕してさつま芋を作ったり、朝倉川の堤防

に生えていた筍を採ったり、どんぐりの粉

でお団子を作って食べたりしました。荷車

を引いて、松薬町まで昧噌・ 醤油の配給を

受けに行ったこともありました。・・・」と、

自給自足の寮生活の思い出を語っていた。

③発展一新学制時代（昭和23～現在）

• 昭和23年 4 月 「藤ノ花女子高等学校」と

新学制施行により校名を改称した。

•昭和33年～63年校地・校舎 • 特別教室 ・

本館 ・実習室 ・グラウンド等教育環境を

順次拡充整備していった。

• 昭和39年 調理師養成の食物科を開設

• 昭和50年 第三代校長に伊藤昭彦氏が就任

•昭和60年 グラウンドに第二体育館竣工

•平成 2 年 第四代校長に伊藤邦彦氏が就任

• 平成10年 家政科を生活情報科に名称変更

• 平成18年体育館を耐震 2 階建に大改築

④建学の精神を受け継いで

堅実な家庭婦人を育てる、という全人教育

が建学の精神で、これを言薬にして「誠を以

て勤 ・倹 ・譲を行なえ」という校訓になる。

今、本校は一昔前のような所謂“良妻賢母”

ではなく、女性の権利や責任を身につけた、

新時代の女性の育成を目指している。

第 3章 教育と文化

2 幼児教育

(l)社会福祉法人豊橋同胞園

豊橋ひまわり保育園

所在地 豊橋市東新町253番地

理事長井川吉正

園長山本ひとみ

沿革昭和17年、出征軍人遺家族の職業補

導を目的とする愛知県授産所協会が設立さ

れた。同協会主事の井川徳治氏が「豊橋同

胞園授産所」を豊橋商工館に開設した。

昭和18年、遺族や母子家庭の増加により、

恩賜財団軍人援護会と協同して東新町の現

在地に移転し、臨時保育所も併設された。

昭和21年、終戦で閉鎖されていたが、県

知事の要請で戦争未亡人 ・母子家庭を対象

に援護事業を再開した。「豊橋同胞園母子

寮」と改称し、保育所も設置さ れた。

昭和40年、社会福祉事業に所属して、総

合福祉施設となった。

昭和45年、厚生省から社会福祉法人の認

可を受け「豊橋同胞園豊橋ひまわり保育園」

となった。園舎は、木造の既存建物を順次

移築 ・増改築を重ねて、平成12年までに鉄

筋二階建てを完了、現在に至った。

園児定員 150名（内 2歳未満30名、 2歳以

上120名）

昭和25年の風景 正面が園児舎、右奥が母子寮
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一般保育の他、特別保育事業も行う 。

保育目標 “現在を最もよく生きる”

0意欲と思いやりを持ち

0望ましい未来を作り出す力を養う

(2)豊橋ホサナキリスト協会付属幼稚園

愛児舎

所在地豊橋市住吉町160番地

園長野町真理

創立昭和41年 (1966)愛知県知事認可

教育理念 0キリスト教主義幼児教育ー聖書

の 『神は全ての人を愛し、神の前では一人

ひとりが平等で価値ある存在である』との

教えに則り、豊かで優しく、たくましい人

格形成をめざす。

0少人数制保育一子どもの個性や状態を尊

重するために保育人数を少なくする。

0縦割り保育と自由な遊びの尊重一年長 ・

年少の相互理解を深め、長時間自由遊びの

中で、子ども時代にしかできない人格形成

をめざす。

募集人員 3年保育、 2年保育各10名

(3)学校法人不動院学園

不 動院幼稚園

所在地 豊橋市瓦町通り 一丁目31番地

園長池野英 龍

沿 革 昭 和27年地域の要望により、「不動

院保育園として境内に創立開園

昭和31年

宗教法人不動院幼稚園として認可

昭利53年

新園舎を建築し、学校法人不動院学

園不動院幼稚園となる。

教育方針 〇健康安全と親切第一を目標に、

基本的生活習慣に基づく躾を身につけ、豊

かな情操を養い、安全な生活ができるよう

にする。

愛児舎

不動院幼稚園

恵日幼稚園

昭和保育園



0道徳性を養い、遊びの中で個性を伸ばし、

すばらしい才能を引き出すことに努める。

0たくましく生きる力を養う 。

園児総数 150名（平成17年度現在）

(4)学校法人臨済寺学園

恵日幼稚園

所在地 豊橋市東田町字西郷144番地

園長鈴木日出子

沿革

昭和21年「恵日保育園」創立

昭和31年「宗教法人恵日幼稚園」認可

昭和56年「学校法人臨済寺学園恵日幼稚園」

認可

教育方針

“仏教精神に甚づく情緒豊かな人格の形成”

・思いやり、感謝と合掌のできる子

• 明る＜、健康で、たくましい子

• 自ら考え工夫する、やる気のある子

・辛抱強く、最後までやり遂げる子

・友達と仲良く遊べる子

以上のことを念願し、教育している。

園児総数 125名（平成17年度現在）

(5)社会福祉法人太蓮寺福祉会

昭和保育園

所在地 豊橋市東田町西脇102番地の 3

園長市川順敬

沿岸

昭和24年、幼児教育施設設置の要望を受け

て、寺の土地が用地として提供された。

昭和27年 7月、園舎完成開園した。この間

檀信徒や地域の人々による、墓地の整地か

ら園舎資材（旧山口毛織の建屋）の牛車運

搬まで、尊い労力奉仕があった。昭和49年、

園児増と園舎の老朽化により、 鉄筋コンク

リート 3階建てに大改築した。

第 3章教育と文化

保育目標

“明るく ・正しく ・仲よく’'をモットーに

心豊かに、思いやりのある子を育てたい。

園児総数 192名（平成17年度現在）

3 神社・寺院

(l)東田神明宮（旧郷社）

所在地豊橋市御園町 6番地の16

祭神天照皇大神

境 内 社 秋 薬 社 天 王 社 御 鍬 社 英 霊 社

猿田彦社

縁起

東三河地方は地理的環境に恵まれ、早く

から皇大神宮と特別な関係にあった。神宮

の御厨や御園は伊勢の南部から存在して、

平安時代末期には尾張 ・三河・遠江まで広

く分布するようになった。

社伝によれば、延喜 2年 (902)簾h盲目
飽海荘に神宮領が設けられ、御園職員令に

こくちのつかさ9)かみ ねぎ

よる国地司正と して禰宜一人と他に八人の
さかきやま あまてらすすめおおみかみ

供を遣され、榊山（注 l)に天照皇大神を奉齋

なされた、と記されている。

建久 3年 (1192) の 「二所神宮神主文」

によれば、この地方では藩憤蘭（東田付

近）吉田御園（八町付近）橋良御園（橋良

町）がいち早くに設定された、とある。前

述のように、神宮を領家として内宮 ・外宮

を本所とする、荘園領有関係が結ばれてい
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た。菫御園が外宮領として保護されていた

ことは、「外宮神領目録」に 「六石六斗貢

進」と記されていることがこれを示してい

る。

当神明宮は、古くから武将をはじめ庶民

の崇敬が篤く、 天文22年 (1553) には二連

木城主戸田丹波守宣光公が社殿を造営寄進

した。また、慶長 9年 (1604) には伊奈備

前守忠次公が徳川氏の命を受けて、社領三

石の黒印地（租税免除地）を寄進している。

当神明宮の社殿は、しばしば造り替えが行

われて来たようで、棟札が22枚も尚蔵され

ている。現在の社殿は大正12年に造営され

たもので、

本殿（間口 7尺、奥行 5尺 6寸）

幣殿（間口 2間、奥行 4間）

拝殿（間口 5間、奥行 3間半） である。

縁起書によれば、社宝として明治維新の
ありすがわのみやたるひと

征東大総督有栖川宮熾仁親王の御親筆掛軸

三幅と、 力負こきあたりより下賜された大刀一

振が保存されていると、記されている。

当神明宮の氏子区域は、東田校区15町内、

旭校区 8町内、八町校区 2町内と岩田 ・新

川校区各 l町内の計27町内である。

特殊神事

〔稚児神楽〕最古の伝承行事、童女が奉仕。

注1: 

榊山一榊は古代か

ら栄える木、縁起

のよい木として、

大変重宝されてき

た。栄える木の多

い神型な山を榊山

と称えた。

三百年、五百年と

年代を経た木木の

中に、兵榊が群生

している当神明宮

の神域は往古の威

風を示している。

〔手筒花火〕古い時代に発祥、年代が不詳。

〔浦安の舞〕紀元2,600年奉祝事業として奉納、

現在に至っている。

(2)瓦町神明社（旧村社）

所在地 豊橋市瓦町字通裏17番地

祭 神 天照皇大神 豊受皇大神

境内社秋葉社 琴平社 津島社山社

猿田彦社

縁 起

17世紀中頃は幕藩体制の確立安定期であ

って、 当吉田藩でも小笠原四代の頃は著 し

い発展を見せた。往時、 東新町から東の方

は全くの原野であ った。仁連木村の名主佐

藤弥八郎等はここを開発して新しい村を作

りたいと、再三にわたり 藩に願い出ていた

が、寛文 4年 (1664) この開発計画は許さ

れた。東海道往還の両側を開発して、 20軒

程の居屋敷を造った。こうして瓦町ができ

ると、 吉田町やその他の土地からの移住者

が多くなり、町が形成された。

翌寛文 5年 6月土地を現在地に選んで一

社を創建した。天照皇大神を勧請 して神明

社と号し、新しい集落の鎮守とした。「河
おぼえ じしゃかきあげちょう

原町開発覚 ・享保六年寺社書上帳」には、

この時城主より社地として 1反2畝歩余を

除地（租税免除地）とする旨のお達しがあ

った、と記されている。

安永 4年 (1775) の御遷座に際して、更

に豊受皇大神を奉斎することとなった。



昭和33年、本殿（木造神明造、銅板葺）

を御造営奉り、今日に至っている。

特殊神事
ちまき まこ も

〔粽祭り〕 旧暦 5月5日に大池の真菰に赤

飯を包んで献上する。

〔付〕 河原地蔵尊

瓦町神明社境内の北の一隅、公道の辻に

沿って六体のお地蔵様が祀られている。そ

の由来について次のような言い伝えがある。

河原地蔵の由来は、今から800年程むか

しの鎌倉時代にさかのぼる。鎌倉と京都と

を結ぶ主要道路の一つに鎌倉街道があった。

宮路山一本野ケ原（豊川市の一部）一境川

（静岡県境の小川）一栢本（新居町）に至

る街道に峯野ケ原（現豊橋市東部一帯）が

あった。その一角（現在地から北ヘ一丁程

の所か）に道租神が祀られていた。上り下

りの旅人達の道中安全を見守ったり、村人

の病気やけがの平癒祈願を受けていた。そ

の頃から霊験あらたかなお地蔵さんとして、

多数信者の信仰を集めていた、と言われて

いる。その後、度々の土地整理などによっ

て転々としたが、昭和の初め頃の東部土地

区画整理事業に際して、信仰篤い地元有志

の要請で現在地に安置された。

地蔵尊の本願を知り、遠近の人々がそれ

ぞれの念願を抱いて、信仰し続けてきた。

本願を成就なされた方々も多数いたようで、

ご本尊様の左右に安置されているさまざま

第 3章教育と文化

なお地蔵様（馬頭観音像 ・子安地蔵像な

ど）のお姿からも察せられる。一心に信仰

すれば、安らぎの本願も達成されよう、と

は世話人の言である。

昭和53年 8月24日、野ざらし雨ざらしの

お地蔵様が現在のようなお堂に納められた。

とよき

(3)豊城神社（旧村社）

所在地 豊橋市東田町字北蓮田26番地
みなもと よりまさ まつだいらのぶつな

祭 神源頼政公 松平信綱公

例祭日 4月中旬（頼政公祭 5月26日、

信綱公祭 3月16日）

由緒

江戸時代の吉田城には、城鎮護のために
かんしよう

幾つ ものお社が勧請されていた。正徳 2年
のぶとき そ れしヽ しゃ

松平信祝公が吉田城入封のとき、祖霊社を

前任地から吉田城二の丸に移した。信祝公

が浜松へ転封のとき、 一時その他へ移され
のぷなお

たが、寛延 3年 (1750) その子信復公が吉

田城へ入封して、再びこの地に移され幕末

まで鎮座していた。

明治 4年の廃藩によって、宮下町の秋華

神社に併座された。明治18年同地が陸軍用

地となったために、社名を「豊城神社」と

改め、中八町89番地（安久美神社境内）に

移転したが、再度同30年東八町141番地へ

移った。明治45年祭神に松平信綱公を加え
けいぎょう

ることが許可され、文武明智の徳を敬仰す

ることとなった。大正 8年 4月現在地に奉
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すうけいしゃ

遷を完了し、旧藩士を崇敬者として維持し

て来た。昭和20年の戦災で社殿悉く焼失し

たが、昭和56年社殿復興計画を作成し、神

社庁の承認を得て、昭和60年本殿・宝物庫

を造営した。平成 7年には伊勢神宮の御神

木を賜わり幣殿・拝殿が完成した。

本殿…木造銅板葺流造

幣・拝殿…木造八幡銅板葺流造り ）
99m' 

文化財 「賃藩 紘」 66冊（市指定文化財）

宝物源三位頼政公、松平信綱公の遺品

さくらしたいなりしゃ

(4)桜下稲荷社（旧無格社）

所在地 豊橋市旭町字旭519・ 520合筆地
う が のみたまのみこと

祭 神 宇迦之魂命
かさがみ

境内社秋薬社癒守稲荷社

例祭日 例大祭…4月第一日曜日

初午祭…2月

由来

稲荷社の創建は判然としないが、古くは

吉田城郭内土手町に鎮座さ れ、八幡社の摂

社であった。社殿は初め元禄14年 (1701)

藩士達の手によって造営された。享保11年
のぶとき

(1726) には藩主松平信祝公が、文久 2年

(1862) には家老深井氏が夫々再営して、

現在に至っている。総欅づくりの立派なも

ので、彫刻は目を見張るものがある。
のぶひさ

吉田藩最後の藩主松平信古は寺社奉行 ・
たまりのまづめ

大坂城代を経て江戸城溜間詰となり、動乱

期の幕政の一翼を担い多忙であった。信古

は明治 2年藩籍を奉還し豊橋藩知事となっ

た。江戸藩邸（下谷中坂町）に祀っていた

桜下神社を、明治 3年 6月旧藩士達の心の

より所にと、現在地へ移転鎮祭 した。

明治18年、旧吉田城廓内の稲荷社は陸軍

用地となったため、現在地へ移転し桜下神

社を併座した。大正 2年 2月神社庁の許可

を得て合祀することとなった。

昭和11年覆殿 ・幣殿・拝殿を造営し、昭

和15年鳥居 ・水屋を改築して境内を整えた。

昭和44年に本殿を、平成 8年に拝殿を修復

して、現在に至っている。

本殿…神明造（間口 3尺、奥行 3尺）

拝殿…流れ造（間口2.5間、奥行3.5間）

みちしるぺいなりしゃ

(5)道知辺稲荷社（旧無格社）

所在地 豊橋市東田町字北蓮田
うがのみたまの

祭神倉稲魂大神、大国主大神、
たけみかづちの

須佐之男大神、武甕槌大神、
やごころおも＼ヽ かねの

八意思兼大神

〔御神体は創建以来順次合祀された〕

由来 この社は、明応元年 (1492) に創建
Iヽわ

された古い謂れを持っている 。慶長 4年

(1599)吉田藩東組（旭町の足軽屋敷）の

講中によって再興され、その後幾度か転坐

を重ねて、昭和 3年現在地へ移された。

明和の頃 (1760年代）松平伊豆守履爾公

が参勤交代の折、 二川方面を通行中たまた

ま濃霧に会い、 一寸先も見えず大変難渋し

た。その時一方の霧が晴れて、冦稔とお稲

荷様のお社が現れ無事通行できたと言うこ

とである。その稲荷社がこの道知辺稲荷社

であった。神恩を惑謝して伊豆守は社地と

して五十石を寄進した。吉田城主も代々篤

く信仰し、吉田藩東組崇敬の中心でもあっ

た。霊験あらたかなものが数々あって、祈

願すれば失せ物が出てくるとか、「みちび

きいなり様」と称して通行の安全祈願とか、



参詣者で賑わった。

東組の弓隊小長、加藤勇左衛門方正は

神恩に感謝して、当社に次の額を奉納した。
ごう

『……卒ヲ将イテ上場ス座作竜モ遺失ス

ルコト無シ……隊中ノ卒十一試射人十一矢

ヲ発ス礼数亦遺失ナシ両次ノ過チ無キ神助

アルニ似タリ ……』（現物保存する）

付記 ：この稲荷社は旭橋の森河家屋敷内で祀

られていたが、昭和 3年ご本人が東京移転の
う え ぢ

ため、上地町の親戚の手で現在地に移された。

(6)吉田の秋葉信仰
ひぶせ

秋葉信仰というのは、火伏の神としての遠

州秋菓三尺坊の信仰のことである 。「三州吉
みこし

田記』には「貞享 2年 5月遠州秋策の神輿が

通るので、その迎送に不敬なきように、と圃
かつ

話した」とある。また「仏閣記」には三河国、

牟呂八幡宮の境内に白山社・天王社とならん

で秋葉社が、祀られていたことが記されてお
かんじょう

り、元禄 6年以前にすでに勧請 されていた。

吉田で秋薬信仰が隆盛になったのは、宝

暦 ・明和の頃 (1751-1771)からで、各地に

代参講組織が生まれた。その要因としては度

重なる吉田の大火が考えられる。江戸時代中

期以後記録に残されているだけでも、吉田藩

と二川宿で一度に20軒以上焼けた大火は24回

を数える。殊に宝暦 4年 (1754) と明和 6年
かいじん

(1769)の大火は、町の大半が灰煽と化し、庶
ろうぱい

民は狼狽の極に達した。そんな時庶民に安ら

第 3章教育と文化

ほう 1ヽん

ぎを与えたものは、法印であった。『吉田雑

記』に「羽田村地内西宿に提宝院という法印

あり、此のもの前より秋葉山に月参し、御札
こしら

を納め、小社を招えおく」とある。法印によ

る秋華山への月参 • お札納めが庶民の秋葉信

仰へのきっかけになっていた。市内に現存す

る秋築献燈を見ると、いずれも文化・ 文政以

-― 

後の文字が刻みこ

まれている。東新

町の秋葉神社の燈

籠にも、「文政」

の文字をはっきり

と読みとることが

できる。秋葉様を

火伏の神として、

町とか村とか組で

祀っていたのであ

東新町の秋葉献燈 る。

旭校区で現存する町の秋葉神社は東新町 ・

蓮田町・南旭町 ・前畑町である。その他の町

内は氏神様の境内に、摂社として祀られてい

る。

東新町の秋葉神社 当町の秋葉神社の社歴は
きのえさるとし

古く、文政 7年 (1824) 甲申歳 6月秋葉山本

宮から分神を受けて建立された。爾来今日 ま

で町内の安全と火防守護の守り神として、

代々その祭祀が受け継がれてきた。戦前の社

殿は、昭和20年の豊橋大空襲で当町の大半が
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むきず

破壊焼失したのに、唯一つ無疵で戦災を免れ
f・カ'

た。その霊験は町民の信仰を昂めたことは言

うまでもなく、益々祭神祭祀の念を深めたの

である。昭和33年東新町公民館再建と同時に

その脇に移築されたが、風雪と白蟻被害には

耐え難く、平成17年 7月改築した。町民の信

仰を集めて静かに祀られている。

蓮田町の秋葉神社 国道から桜ケ丘公園の方

へ入るだ側石垣の端に、やや奥まって秋葉神

社がある。三方住宅に囲まれた社域に、大き

な屋根のお社が石積みの上に建てられている。

このお社は昭和の初め、町内の総意により木

曽ヒノキ材で建てられた。当時、この ヒノキ

材をめぐって意見のくい違いがあったが、や

がて立派にでき上がり町内の安全を見守って

きた。毎年11月の適当な日曜日を選び、神官

を招いて御祈祷をあげ、代表者が本山にお参

りする丁重な祭祀が行われている。長い年月

の流れに老朽化が目立ってきたので、昭和53

年秋修復され現在に至っている。

南旭町の秋葉神社 南旭公園内奥に秋菓様の

お社がある。戦前は町内の組毎でお祀りして

いたが、戦災で焼失したので、昭和27・ 8年

頃にそれを一つにまとめ、町内のお社として

現在地に建てられた。

毎年11月1日には、宮司を招いて町内安全

の御祈祷をあげ、丁重な祭祀が行われてい

る。特筆すべきは、毎夕町内の人が交代で

お燈明を灯していることである。組の当番が

終わると 、ローソクとマ ッチの入った燈明箱

を次の組へと廻している。町全体の人々の手

で町内安全と火の用心の心が途切れることな

く続けられている。これは町民の心が一つに

解けあっている行事である。

前畑町の秋葉神社 旭校区市民館の駐車場に

並んで、 33m'程の社域をもった、小じんまり

したお社がある。周囲は高さ50cm程に石垣を
こうらん

積んで土盛りをし、 切り石で句欄ができてい
みかげ

る。三段の石段を上ると、右手に白御影の

「正一位秋薬神社」と刻まれた社標が建って

いて、裏面に「昭和十年一月」と記載されて

いる。左右に石燈籠もあるが、文字はどこに

も見当らない。奥中央に高さ 1m程の石組み

の上に社殿がのっている。石組の襄側に 「寄

付昭和十年十一月」とあり、下方に「山田龍

二」と個人の名が刻まれている。祭祀は町総

代を中心に、町民の手で続けられている。



(7)竹蘊伍
ほん もん じ

本門寺

所在地 豊橋市前畑町161番地

宗 旨法華宗陣門流本山三条市本成寺

御本尊 久遠実成の釈迦牟尼佛

沿革 寺伝によれば、元禄 8年 (1695)3 
にちねんしようにん

月28日日然上人によ って、再興されたとし

ている。（当山はこの時を開基としている）

寺格は平僧格とな っている。元は宝飯郡蒲

郡町府相城山海岸（現蒲郡市竹島町）に存

在して、竹島弁財天社と相対していたため

に、山号を 「竹隣山」と称した。

これより先、文明年代 (15世紀末）にこ

の地方に栄えた法華宗外護の豪族は鵜殿氏

の一族であ ったと思われる。戦国時代も末

期にな って、鵜殿氏の勢力が失墜 していっ

た。当山も同宗の牟呂村本登寺 （明治年間

に廃寺とな った） 等と共に一時期荒廃の一

途をたど ったが、前述のように日然上人に

よって開基再興され、同宗の長存寺 （蒲郡

市上本町）の末となった。

大正 9年、故あ って現在地へ移転し、法

華宗総本山本成寺の直末となった。

昭和20年 6月の豊橋大空製の戦火を免れ

たので、同年 7月11日から翌年 1月24日ま

で、 全焼した東田国民学校の分散授業のた

めの仮校舎として、本堂や庫裡が使用され

た。昭利41年、本堂を木造から鉄筋コンク

第 3章教育と文化

リート造りに大改築した。昭和56年には納

骨堂を新築 した。

しょうか くざん

(8)正覚山
がん しょう じ

願成寺
所在地 豊橋市東新町28番地

宗 派 真宗高田派本山三重県専修寺

御本尊 阿弥陀如来立像

沿革 当山は、大永 2年 (1522) 2月行円

法師によ って、関屋町に創建された。天正

18年 (1590)城主池田輝政公は吉田に入封

すると直ちに検地を実施して、経済碁盤と

戦略拠点の確立を図った。15万2千石の大

名の居城にふさわしく、東は旭町から西関

屋町に及ぶ広大な縄張りを実現した。同時

に城下町の整備も実施した。これによ って、

当山も指笠町への移転を余儀なくされた。

天明 6年 (1786)12月29日夜、本町より

の出火で指笠町を含む 3か町77軒を焼失す

る大火で、当山も類焼し全焼してしまった。

当山の寺子屋は安政年間 (1850年代）か

ら始められた 。 寺子屋では書 • 読を中心に

一人の師匠が数十人の筆子を受け持ち、大

体 4年間の修学年数であ った。当山の寺子

屋には常時百人余（最高百五十人）の箪子

を数え、 吉田地方では一番栄えていた。

大正10年、廃寺となった浄土宗善明寺の

跡地（現在地）を、拡張し新築移転した。
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当山の第13代快雨院暁空諦信師は俳句 ・

南画を能くし、派内寺院には遺墨が多く残

されていて、境内には句碑が建てられてい

る。墓所には、豊橋の政治経済の発展に尽

力した初代豊橋町長三浦碧水の大形五輪塔

の立派な墓がある。

しょうきゅうさんにんよう じ

(9)聖休山任養寺
ふ どう いん

不動院
所在地 豊橋市瓦町通り 一丁目31番地

宗派高野山 真言宗

御本尊 大日大聖不動明王

沿革 寺伝によると、不動院が創建された

のは久寿元年 (1154) となっている。即ち
てんじょうびと あさまる

平安時代末期、殿上人の麻丸卿は夢枕に、

日頃尊崇するお不動様が現われ、「近々こ

の京都が大火事になるであろう 。とり急ぎ

私を東国吉田の里に移してほしい」とのお

告げを受けた。夢から覚めた麻丸卿は、西

八条の安阿弥寺に上り、高さ50cm程の御本

尊のお不動様（大日大聖不動明王）を背負

って東海道を下った。この不動尊像は興教
かくばん

大師覚錢上人の作と言われている。三河に
はじかみみその

入った麻丸卿は、飽海の渡しから菖御園の

ある仁連木村（現東田小の前）に到着した。

不動院山門

ここに小さなお堂を建てて、不動尊を安置

した。東田神明宮とともに仁連木の里の鎮

護の役を担った。江戸時代に入って、歴代

藩主の尊崇を受け藩の祈願所となった。

寛文 4年に瓦町開発が行われ、新村の信

仰拠点を求める要望がおこり、不動堂を移

転することとなった。藩主から敷地の寄進

と、山号寺号の免許を受けて、元禄15年

(1702)現在地に移った。創建当時の鬼瓦

が今も保存されていて、 「元禄十五年七月

瓦町新兵衛仕之」の刻銘がある。翌16年 3

月15日から28日まで御本尊の御開帳が行わ

れた。（それ以来60年毎に現在まで続けら
ちゅうほんざん

れている） 真言宗高野山松樹院派の中本山

の地位を得て、総合的仏教学習の場となっ
あじゃり

て寺が開放された。住職に阿閣梨が就任し、
ようじょうしょ てらざむらい

修業僧、 養生所、医師、 寺侍、寺男等全盛

時には27人の陣容をもっていた。

宝暦 9年の「寺社間数録」によると、不

動院の規模は客殿 6間X5間、本堂 3間X

4間、境内東西27間南北94間と記されてい

る。30石余の寺領を有し、文化元年には津

田新田の一部取得の記録が残されている。

主要街道の東海道に沿っていて、いろい

ろなエピソードが言い伝えられている。慶
1ようれん

応 4年明治天皇の鳳輩通過の際、 藩主大河

内履苦候が不動院の門前に座をとり、お見

送り申し上げた。
は lヽ ぷつきしゃく

明治初期の排仏毀繹の運動によ って、 一

時籠討となり貴重な寺宝も文献も散逸して

しま った。明治末、本山役職の池野英純師

が入山して、荒魔した寺を整備復興させた。

豊橋大空製では、境内に焼夷弾が落下し

炎上したが、関係者の懸命な働きで消火し

た。昭和50年本堂を鉄筋コンクリート造り

に改築した。創建当時の面影を残すものは、

前述の鬼瓦の他に、山門と樹齢約四百年の

ヤマモモとマキが境内にある。



元禄2年銘鬼瓦 （右）（高岡幸氏蔵）
元禄15年銘鬼瓦 （左） （不動院蔵）

まんねんざん

(10)萬年山
りん ざい じ

臨 済寺

所在地 豊橋市東田町字西郷114番地

宗派臨済宗東福寺派

御本尊釈迦如来
ただとも

沿革正保2年、吉田藩主小笠原忠知公が
ぶん- きつき

豊後杵築から移封の際、多年帰依していた
そうげんじ なが 9)り

宗玄寺を吉田に移した。忠知公の子長矩公

は寛文 4年 (1664)山号 ・寺号も改め、大

本山東福寺240世虎伯大宣禅師を勧請して、

現在地に創建した。除地百石を拝領し、広
おうこ しちどうがらん

大な寺領を有していた。往古は七堂伽藍完

備し、小笠原家菩提寺として勢力を広げた。

明治初期の廃藩置県 ・排仏毀釈の大改革

に巻き込まれ、殿堂は破壊され境内は荒廃
よっ

した。｛乃て、第16世蓼湛普寂和尚の時、間

ロ8間半奥行 7間の本堂と書院を新築して、

旧観を再現した。昭和 5年高野山弘法大師
でかいちょう

1100年奉賀出開帳を21日間厳修して、豊橋

臨済寺山門

第 3章教育と文化

あが

第一の霊場と崇められた。昭和20年 6月の

大空製では、山門と稲荷堂を残すのみで悉

く焼失した。昭和26年に再興史蹟保存会を

結成して、庫裡 •本堂から順次開山堂 ・ 庭

園 ・茶室の復興に着手し現在に至っている。

文化財 小笠原家奉納経典（市指定文化財）

歴代城主自筆の経典 8点 全9帖
かれ

庭 園 茶道宗循流始祖山田宗偏が造った枯
さんすい しゃっけい

山水の庭園。本宮山・石巻山を借景とし、

竹辺よりの流水が豊川に注ぐという、雄大

な構想の庭園である。

たいしざんしょうまんいん

(l l)太子山勝舅院
たい れん じ

太 蓮寺

所在地 豊橋市東田町字西脇102番地

宗派浄土宗総本山京都知恩院

御本尊阿弥陀如来
すんしゅう

沿革往古、聖徳太子が駿州へ行幸の時、
びょうぶいわ

屏風岩の麓にあった隠者の庵で一夜の宿を

おとりになった。太子から仏法不思議の示
げん はっしん ていはつ

現を受けた隠者は発心して剃髪した。庵を

寺として「太子山勝牲院太蓮寺」と名付け、

自らを勝嬰と称して、太子像を刻んで本尊

とした。と言い伝えられている。

寺伝によると、小脱野の屏風岩の麓にあ

った真言宗の寺を、文安 3年 (1446){呈科
覚阿残夢和尚が現在地に移転し、浄土宗に

改宗した。と記されている。

ご本尊の阿弥陀如来座像は像高 1尺 4寸

で室町時代の作である。江戸時代には飽海

村や旭町・牛川村の住民が多く参詣に来た。

昭和20年の豊橋大空襲で、本堂や庫裡を

焼失したが、昭和42年に鉄筋コンク リート

造りで新築落慶し、現在に至っている。

近代的な本堂とは対照的に、左手に本瓦

葺きの十王堂がある 。これは、享保 2年

(1717) の建造物で、大正 9年瓦町の善明

寺廃寺の時、ここに移築した。彩色木造の
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十王像が三十三観音と共に安置されている。
ゅうてんしょうにん

寺宝として、祐天上人（芝増上寺三十六

世）の「南無阿弥陀仏」の掛軸、 「十三尊

体御絵像」十二幅を所蔵している。

太蓮寺本堂と＋王堂

(12)陸軍墓地

所在地 豊橋市東田町字西前山

沿革と現状 開設以来の記録は臨済寺に保管

されていたが、昭和20年の盟橋大空製で寺

もろとも、焼失してしまった。従って、戦

削の部分は豊橋市史により記述する。

明治18年、俗に 『臨済寺山」と呼ばれた

旧藩時代の刑場跡に、陸軍縞地は設けられ

た。

銅板で覆われた二基の碑には、西南戦争
すんず

時三遠駿豆出身の戦没者氏名が刻まれてい

る。当初、中八町の軍人記念碑横に建てら

れていたが、明治30年、日清戦争戦病没者

の合葬碑二碁建立と共に、此所に移転併設

された。日露戦争戦病没者の碑は合同碑と

将校 ・准士官 ・下士官 ・兵の階級別碑が、

一つ垣にまとめられている。敷地の東側、

南北二列に日清 ・日露戦争とそれ以前の個

人墓碑が並んでいる。大型の将校碑31碁と

小型の下士官兵卒碑53基である。その中に

異色の墓碑が二基ある。清国の伴成張四元

の墓とキリスト教信者秋山助六郎少佐の墓

である 。（秋山は日露戦争遼陽総攻撃の決

死隊隊長となり壮烈な死を遂げた。日本メ

ソジスト教会信者らしくアーメンで結ばれ

た追書が墓背に刻まれている） 。次に第

- • 第二次北満州派遣時の墓碑が建ってい

る。特に二次の満州事変の碑は、旧満州各

地の忠霊塔に似た尖頭角柱碑である。日支

事変 ．太平洋戦争戦没者慰霊碑は昭和39年

に歩兵18聯隊ゆかりの有志によって建立さ

れた。その他の慰霊碑は戦後戦友会の手で

次々と建てられた。

昭和57年の桜ケ丘公園造成工事によって、

墓地敷地は往年の半分以下となり 、墓碑は

＾て東向きに整理縮小された。

4．人物・民話・昔話

(l)飩由貨沿 (l865-1 937) 

旧住所 豊栢市東田町東前山

出生地知多郡成岩村

（現半田市）

業績路面電車をはじめ各

種電気業会社の設立に貢献し

た。

慶応元年、医師荒川吉蔵の二男と して生ま

れ、 7歳で父を亡くし、苦学して医師開業試

験に合格した。宝飯郡国府町の名家武田準平

の挫子となり、医業に専念して郡の医師会長

を務めた 。 町会議員 ・ 郡会議員 • 町長 ・ 県会

議員 ・県参事会員などを歴任した。

明治40年、 豊橋電気KK．の増資に参画 して重

役となりこの道での活躍の始まりとなった。



大正の経済恐慌で苦境に陥ったが、経営の拡

大に日夜努力した。名古屋電燈K.K.との吸収合

併に同意できず辞任退職して、大正10年豊橋

電気信託会社を設立した。自ら社長となり専

務に今西卓を得て、電力の自給拡大を図った。

水鼠豊富な天竜川系の水力発電開発に目を着

け、大正13年水窪発電所（昭和 3年開業）

の建設に着手した。

賢治は、豊橋が近代都市として発展してい

くためには、大動脈となる市内交通機関の整

備が不可欠だと考えた。当初、自動車鉄道で
きゅうきょ

設立申請したが認められず、急速電気軌道に

変更申請した。大正12年 3月免許が下付され

た。極度の経済不安定状態を克服して、翌年

1月社名を豊橋電気軌道株式会社とし、社長

武田賢治で発足した。大正14年12月駅前⇔東

田間が全線開通した。

賢治は渥美電鉄設立をはじめ、豊橋自動

車 ・豊橋循環バスのほか西遠電気 ・水窪発電

所の各社長等電気電力業界に幅広く活躍した。

晩年は一切の職から退き、東田町の対山荘

に蘊籍し、昭利12年享年72歳で逝去した。

(2)答茜軍 (1883----1933)

旧住所 豊橋市東田町東前山

出生地 岐阜県揖斐郡池田村

..`  （ 、• 9ヽ業績長篠水力発電所建設

はじめ、鉄道建設の事業家。

今西卓は明治16年岐阜県池

田村の代々豪農の家に生まれた。父は漢学や

詩歌の素養の深い人であった。卓が極めて教

養が高く、厳しさ、優しさ兼備の人物であっ

たのも、その家庭環境によるものであろう 。

大垣中学 ・第三高等学校 ・京都帝大電気工幽

科へと進んだ。卒業後は学者になろうと考え

たが、友人の話から就職することに決した。

明治41年大学卒業後豊橋電気株式会社に入

社、主任技師となった。同43年鳳来町長篠水

第 3章教育と文化

力発電所建設に従事した。東三河の河川は水

絋こそ豊富だが落差が少なく、従来の横軸発

電機では目的を達し得ないと考え、竪軸式発

電機を採用した。これが極めて良好な結果を

挙げ、同発電所の見学者が続出した。この竪

軸式発電機はその後ようやく普及し、我国の

電気業界に大きく貢献した。大正 4年には同

社の支配人に就任したが、同10年会社の合併

問題に同意しかねて退職した。直ちに武田賢

治と共に豊橋電気信託株式会社を設立した。

翌11年に渥美電鉄（現豊鉄涅美線）を設立し、

電力自給拡大のために、同13年水窪発電所建

設に着手した。安価な電力を安定供給するこ

とは卓の信念である。豊橋電気軌道株式会社

に続いて、昭和 2年三信鉄道（現飯田線）を

設立し、三河と信州の物流と電源開発の資材

運搬ルートの確保を図った。その他十数社の

経営にも参画した。

東田土地区画整理組合設立に際し、発起人

代表として地域住民から趣旨賛同を得るため

に奔走した。陸軍墓地周辺を公園緑地とする

昭和初期としては画期的計画も遂行した。

昭和 8年政界転身の夢も空しく享年49歳で

逝去した。

いとうういち

(3)伊藤卯ー (l867........ l 94 l) 

出身地 涅美郡細谷村

（現市内細谷町）

業績 三河地方における女

子実業教育機関の創始者。

明治35年、中八町に豊橋裁

縫女学校が、伊藤卯ーによって創設された。

卯ーは慶応 3年牒業伊藤善兵衛の三男として

生まれた。小学校を卒業すると農業の傍ら、

田原村の川澄親や太田啓太について漢学・英

語を学んだ。17歳で教員検定試験に合格し、

母校の細谷を始め谷川、小島、若戸、泉の各

小学校で教鞭をとった。卯ーは郷土の実業家
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旭

朝倉仁右衛門の社会への献身的生き方に強い

感化を受けた。

明治33年新しい生き方と教育者として再生

を求めて上京、帝国教育会中等教員講習所に

入った。翌年冬休みに帰省中、県立四中の舎

監に委嘱されそのまま豊橋に留まった。その

頃豊橋に公立高等女学校設立の動きがあり、

且つ小学校の裁縫専修科目廃止を知った卯一

は、女子の実業教育機関即ち豊橋裁縫女学校

設立を決意した。明治35年県知事に提出した

設立申請書の一項目に「経営ノタメノ収入ガ

十分デナイ時ハ教師ハ無給ヲ以テ勤務シ以テ

之ヲ維持セントス」とある。卯ーは並々なら

ぬ決意で経営維持に臨んだのである。また教

育目標を家事家政全般におき、「且ツ婦徳ヲ

涵蓑シ以テ国家ノ良母タル資格ヲ有セシム

ル」としている。小学校教師時代に見聞した
にじ

農村家庭の情況から滲み出された実感である。

経営困難な時期もあったが、教育環境を順次

整え、爾来40年女子実業教育に一生を捧げた。

「誠を以て勤倹譲を行え」の校風を作った。

尚、卯ーは岡田式静座法（田原の岡田虎二郎

考案の健康法）実践者、俳人、茶人（南坊流

16世家元）として知られている。頌徳碑 ・句

碑が校内に建立されている。昭和16年 8月享

年74歳で逝去した。

思い出話二題 N.I. 

・陸軍墓地のこと

私が歩兵118連隊に入隊したのが、昭和17

年 2月1日学徒の徴兵延期が取り消され、繰

り上げ卒業となる。言うなれば学徒兵の 1回

生。卒業の日学長主催の送別会が催される。

農学40名の同級生誰言 うとなく、「10年経っ

たら再び学園に集まろうぜ、おう！」と気勢

を挙げた。（生き残りは 7名だけだった）

入隊の夕食まではお客様、起床ラッパで飛

び起き、兵舎前に整列点呼、遅いと 『ビン

タ』の洗礼を受ける。帝国陸軍の躾の習わし

であった。朝食前に班長を先頭に陸軍墓地ま

で駆け足が日課。市電の線路伝いに走り、旭

橋付近から右に走ると陸軍墓地、その分岐点

に立派な石燈籠が立っていた。（今は鈴木眼

科医院の前）交代で号令をかけ体操をする。

勉強が嫌いで運動ばかりしていた私にとって、
もっ It さし、わい

駆け足は 「勿怪の幸』順番が廻ってきて号令

をかけると「おい、なかなかうまいぞ、貴様
しばしば

誰だったかな」と班長に誉められること屡々。

ところで、昔燈籠のあった場所を付近の人

に尋ね歩いてみたが、知っている人は皆無、

「さあ、どこにあったかなあ、お爺さんなら

知っていたのだが」という返事が返ってくる。

『明治は遠くなり 』という時代もあったが、

今や『昭和は遠くなり』と言っても よいので

はないか。陸軍墓地は家から近いので、散歩

がてら時々立ち寄っては昔を偲んでいる。サ

イパン戦で亡くなった戦友の面影が浮ぶ。

若いカップルがベンチで語らうのを見たの

で「ここには、国のために戦死した方々を祀

常夜燈

った碑が…」と

言いかけると、

「そんなこと、

わし等には関係

ないよ」とうそ

ぶかれる。時代

の推移につれて

人生観が変わる

のも、やむを得

ないことであろ

う。故国のため

に征途につき散華した戦友の運命を悲しく思

う。
ぅっそう こし

林立鬱蒼とした松林の半分は枯死、生き永
しょうらい

らえた梢を松籟じょうじょうと吹き抜け、在

りし日の昔を語る。‘‘花も董の若桜 五尺の

命ひっさげて 国の大事に殉ずるは 我等学



徒の本分ぞ ああ紅の血は燃ゆる”とここに

きて静かに口ずさみ往時を偲び感慨に浸る。

・「野原栄」のこと

氏は、終戦時軍馬一頭を持って復員。軍馬

は在隊中世話を していた関係からのようであ

った。世相は終戦後日浅＜、職のない人々が
ちまた

巷に溢れ、生活は極限の状態であった。そん
たずさ

な時氏は、馬で運送業に携わることを思いつ

いた。時節柄それが当って、次第に財をなし
おこ

「野原組」を興すのである。言 うなれば「立

志伝」中の人であったと申し上げたい。無一

文から財をなした成功者であり、尚且つ社会

に奉仕した功績は誠に大と言うべきである。

後年、推されて市議会議員を永年勤め、次は

議長と言うところで悲運にも健康を損ね、享

年67歳で病歿した。

その間、旭小の PTA会長として児童の交

通安全を願い、正門前に歩道橋を建設寄付し

たり、藤ノ花学園PTA会長を10年の長きに

亘り務め、私学教育推進のために多大な功績

を残した。更に幼児教育の重要性を考え、多
やますそ

米の山裾に「夢の子幼稚園」を開設した。

「00さんやあ、お金は天下の廻りもの、

有益に使うことだ」は氏の口癖であった。馬

一頭で財をなし、社会に貢献した功績は氏の

蜘偵と努力に他ならない。

伝説

仏どろぼう

東田町字西脇102、太蓮寺の本堂右手にあ

る十王堂の中をのぞくと、各約一尺の三十三

体の観音像がズラリと並んでいる。今も檀家

が毎月集まって信仰する観音像にはこんな言

い伝えが残っている。

……むかし、大変信心深い男が「毎日自分

の家で観音様を拝みたい」と思っていた。男

は太蓮寺の和尚が出かけた夜に、こっそり寺

第 3章 教育と文化

に忍び込んだ。他の坊さんたちが寝ているの

を確かめ、お堂から一体の観音像を盗み出 し

た。

男は観音像を背負って家路を急いだ。然し、

しばらく歩くと観音像が重くなってきた。男

は不思議に思いながら歩き続けていくと、朝

倉川に着いた頃には、重くて一歩も動けなく

なった。「明日の朝早く取りに来よう」と、

観音像を橋のたもとに置いて帰った。

しばらくして、 一人の農夫が橋のそばを通

りかかった。すると、「もしも し、どうか寺

まで連れていって下さい」という声が聞こえ

てきた。あたりを見回してみると、観音像が

横たわっていたので、急いで太蓮寺へ持って

いった。

大騒ぎをしていた和尚たちは安心し、 橋の

たもとで待ち伏せて男を捕まえ ようと考えた。

案の定、男は翌朝早くに現れ、すぐに捕まっ

た。男は素直に謝り和尚に許さ れ毎朝寺に来

て観音様を拝むようになったと言う。

（平成10年中日新聞東三河版「古里点描」 54より）

太蓮寺十王堂の三十三観音像

瓦町の梅屋敷物語

戦前、瓦町に梅屋敷と呼ばれた家がありま

した。大きな邸宅で庭も広く、多くの梅が植

えられていたので、誰言うとなく「梅屋敷」

と呼ばれていました。でも、庭内に漂う無気
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味で陰惨な空気は、何も知らない者にすら肌

寒い思いを与えずにはおきませんでした。

昔、この家に老母と息子夫婦が住んでいま

した。息子の嫁は気性が激しく、その上我儘

だったので、常に老母に強く当っていました。

それにひきかえ、老母は昔風の穏やかな性格

だったので、抵抗することもなく我慢してい

ました。夫たる息子が妻女を戒めるべきだっ

たのに、母に似てあまりにも温和すぎました。

姑いじめは当時と しては珍らしいことで、

気の強い怖るべき妻女は遂に老母に腕力を加

えるようになりました。耐えかねた老母は息

子の不甲斐なさと嫁の暴挙を憎んで、ある夜
つるペ

意を決して庭内の鈎瓶井戸に投身自殺しま し
うし

た。それ以来、毎夜丑三ツ時になると静寂の

庭に、鈎瓶のカラカラと回る不気味な音が鳴

り出しました。気丈な妻女も思わずゾー ッと

鳥肌が立ち 、はじめて我が身の不心得を知っ
しか

たのでした。併しその時は既に遅く、ある夜

老母の死んだ同時刻に半狂乱となって、同じ

井戸に飛び込み断末魔の悲鳴を残して死んで

しまいました。間もなく息子も物に憑かれた

ように、この井戸に身を投げて しまいました。

それ以来この梅屋敷に住む人もなく、深夜に

なるとカラカラと鈎瓶の音だけがしていたと

言います。

その後この家に住む人が二～三ありました

が、いずれも病人を出したり、鈎瓶の音にう

なされて、永くは続かなかったそうです。

昭和20年 6月の豊橋大空製で、このお化け

屋敷もきれいに焼かれてしまいました。

〔豊田珍比古の“おらが伝説をさぐる”より〕

お弓橋

その橋は御園町と牛川薬師町との町境の朝

倉川に架っている。幹線道路から離れ、周囲

はごく 普通の静かな住宅街、商店は一軒もな

く人通りも少ない。長さ36m、幅 6mの何の

変哲もない橋に、こんな悲しい言伝えがある。

江戸時代、牛川村（現牛川町）にお弓とい

う名の美しい豪農の娘がいた。瓦町に住む義

太夫師匠の京右衛門を招いて習い事をしてい

るうちに、 二人はいつしか愛し合うようにな

った。お弓は男が通いやすいようにと、下男

に命じて朝倉川に橋を架けさせた。

お弓の父親は、京右衛門の出入りを禁じ、

お弓には監視を付けた。お弓は世をはかなん

で自宅の井戸に身を投じてしまった。同じこ

ろ、前夜の大雨で水かさを増した朝倉川下流

で京右衛門が水死しているのが見つかった。

それから、瓦町からきつね火一つが橋を渡

って牛川村に通い、帰りには二つのきつね火

が橋まで来て別れるようになった。お弓の父

親は気味悪がって橋を壊した。すると、川の

両岸できつね火が一つずつ狂い飛ぶようにな

った。新しい橋を造って供簑塚をつくると、

現れなくなったという 。

お弓橋は、昭和10年頃に区画整理で、やや

下流に移転された。41年に豪雨で壊れ、 二年

後に再び建設。昔ながらの木造で、伝説当時

の面影をしのばせたが、 53年に鉄筋コンクリ

ート製に改築。これが現在のお弓橋である。

東田町西脇の太蓮寺住職は 「伝説 じゃなく

実際にあった話です」と言う。寺の墓地には

お弓の幕がある。

（平成 9年中日新聞東三河版「古里点描」 27より）

現在のお弓橋
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なりました。自然編や文教編はともかく、中世以前の歴史編については参考文献等を頼りにまとめました。

門外漢で不馴れな編巣委員ですが、手探りでやっとここまで辿り着きました。史実の採上げ方、記述の仕方

等校区の皆様方にご満足いただけるかと危惧致しておりますが、郷土理解の一助になれば幸甚に思います。

原稿取材にご協力を賜りました方々に、末筆ながら厚く御礼申し上げます。

（旭校区史編集委員一同）
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